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お買い上げいただをまして、ありがとラございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのラえ、説明の通り正しくお使いください。 
また、取扱説明書は大切に保管して、必要になったときに繰り返してお読みください。 
本機は日本国内専用モデルでずので、外国で使用することはでをません。 


このモデルは、本体 （RD-CLK 巳）とスピーカー (LS-CLK7) で構成されています。 

お客様の安全のため、必ず『ま全上のごま意』をお読みのラえご使用ください。 
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をを上のごを意 e 


このページは、感電や义災かちあなたを巧る 
ため、ご使用前には必ずお読みください。 


製品を安全にご使用いただくため、 r 安全上のごを意」をご使用の前によくお読みください。 


——ち;ぶ 7 F ■し 一 >し、7-- 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂さ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止ずる為に、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意巧は;欠のよラになっていまず。 
内容を良く理解してか!5、本文をお読みください。 


A 警告 
A ミち意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死 t または重傷を負 
ラ可能性び想定されるの客を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性が 
想定される内容、および物的損害のみの発生が想定されるの客を示してい 
まず。 


广 


お表示の例 


A 

运 


記号は、注意（警告を含む）を促ず内容があることを告げるものでず。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれていまず。 


の記号は、禁止の行為であることを告げるものでず。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 


■記哥ま、行為を強制したり指示ずる内容を告げるものでず。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜け）が 
描かれています。 


お客様または第兰者び、この製品の誤使用-故障-その他の不具合およびこの製品の使用によって受け5れた損 
害につさましては、法令上の賠償責任が認め5れる場合を除さ、当社は一切その責任を負いませんのであらかじ 
めご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につ去ましては、 
当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

♦お客様または第王者がディスクなどへ記録された内容の損害 
参録音-再生などお客様または第王者が製品利用の機会を逸したことによる損害 






安を上のごを意 


O AC アダプターは交流 
100ボ/レトの電圧で 
ほ用する 

この機器の AC アダプターは、交流100 
ボルト専用です。指定の電源電圧しツ外で 
使用すると、火災•感電の原因となります。 

A 指定の AC アダプター 

V をほぅ 

指定(外の AC アダプターを 使用すると、 
乂巧-感電の原因となります。_ 

ベ、舶舶などの直流 （DC) 
vy 電源には接続しない 

火災の原因となります。_ 

(\)通風孔をふさびない 

•あおむけや横倒し、逆さまにして使用 
しない。 

•巧を掛けたり、じゅラたん、布団の上 
に置いて使用しない。 

•風通しの悪い狭い 
所で使用しない。 
a 風孔びふさびると、 

内部に熱びこち D 、 火 
災の原因となります。つ 


ベ、なやな団でおおった0 
つつんだ D しない 

AC アダプターは、風通しの悪いところ 
で使用すると、内部に熱びこちり火災の 
原因となります。_ 

0 風呂、シャワーまでは 
ほ用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
や、水はねのある場所では使用しない。 
火災-感電の原因となります。 


告 


^水をかけたりめ6した 

乂巧-感電の原因とな D ます。 

雨天、降雪中、お岸、水辺での使用は特 
にごミ主意ください。_ 

( x ) 電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけた D 、 加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱した D 、 ステープルや釘など 
で固定したりしない。 

電源コードの上に重いちのをのせたり、 
コードを本機の下敷をにしたりしない。 
コードを敷物などで覆ってしまラと、気 
づかずに重いちのをのせてしまラことび 
あります。コードび傷つを、火災-感電 
の原因となります。 I 



電源コードび傷ついたら（な線の露出、 
断線など）販売店または当社サービス窓 
□に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。_ 

異常び起きた場合は 電 
を源 プラグを巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出たり、 
変な臭いや音びしたりした場合は、すぐ 
に電源スイッチを切0、電源プラグをコ 
ンセントから抜く。そのまま使用すると、 
火災-感電の原因となります。 

煙や、異臭、 - - - 

異卽消えた^ 

のを Si かめて f ム巾 

から修理をご レ な^^^^ 

依頼ください。 ^~—~~ 




まを上の ごミ主意 



〇 電池は郭幼巧の手の 
届かないところに置< 

電池をあやまって飲み込むおそれびあ D 
ます。ボタン電池などル型の電池は特に 
ごま意ください。 

万一、おテさまび飲み込んだ場合は、た 
だちに医師と相談してください。 

(\)を電池は巧電しない 

電池の破裂、液ちれにより、火災•けび 
の原因とな D ます。 


なります。 


I きれいにしましよう I 


機器の上に巧びんや 
^コップなど水の入った 
容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災•感電の 
原因となります。 

機器の内部に化や 
異物を入れない 

機器の通風孔、開□部から内部に金属類 
や燃えやすいちのなどを差し込んだ D 、 
落とし込んだりしない。 

火災-感電の原因となります。 

® AC アダプターや機器 
のケースを開けた D 改 
造したりしない 

内部には電圧の高い部分びあり、火災- 
感電の原因とな D ます。 

点検、修理は販売店または当社サービス 
窓□にご依頼ください。 


d ) 


めれた手で電源プラグ 
を巧を是ししない 


感電の原因となります。 


そのまま使巧すると乂巧-感電の原因と 


A 電源プラグを定期的に 
V 蒲する 

電源プラグにほこりなどび付着している 
と、湿気等により絶縁び悪くなり、火災- 
感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り除いて\\// 

ください。 ぺ/で 


感電の原因となります。 

et 落とした6 AC アダプ 
夕-を巧く 

AC アダプターや機器を落とした D 、 力 
バーやケースびこわれたりした場合は、 
電源スイッチを切0、 AC アダプターを 
コンセントから抜いて、点検、修理をご 
依頼 < ださい。 
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安を上のごを意 


A ミち意 


へ 電源コード、 AC アダ 
rO プターを熱器具に近づ 
、ゾ けない 

電源コード、 AC アダプターを熱器具（ス 
卜ーブ、アイロンなど）に ^ 

覃'茂盗覆び潮ブて、 ん 

火災•感電の原因となる 
ことびあ0ます。 / 

A 電源プラグはコンセントに 
V 根麻で願に差し込む 

差し込みび不完全ですと発熱したりほこ 
りび付着したりして、火災の原因となる 
ことびあ0ます。また、電源プラグの刃 
に触れると、感電の原因となることびあ 
ります。電源プラグを根元まで差し込ん 
でちゆるみびあるコンセントの場合に 
は、販売店や電気工事店にコンセントの 
交換を依頼して < ださい。 

不ま定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不ま 
定な場所に置かない。 广 
落ちたり、倒れたりし s 
て、けびの原因となる 
ことびあります。 レ 

^ 長期巧ほ用しないとき 
^は AC アダプターを巧< 

旅行などで長期間使用しないとをは、必 
ず AC アダプターをコンセントから抜く。 
火災の原因となることびあ0ます。 

^ 移動させるとまは AC 
アダプタ-を巧く 

移動させるとさは、電源スイッチを切 D 、 
AC アダプターをコンセントから抜を、 
アンテナ線、接続コードを外す。 

コードび傷つを、火災-感電の原因とな 
ることびあります。 

/ C \ 湿気やほこ0のをい 
vy 場所に置かない 

ミ由煙や湯気の当たる調理台や加湿器のそ 
ば、湿気やほこりのをい場所に置かない。 
火災 • 感電の原因となることびあります。 

温度の高い場所に 
〇/ 置かない 

窓を閉めをった自動車の中や直射日光び 
あたる場所など、異常に温度び高くなる 
場所に放置しない。 

本体や部品に悪い影響を与え、火災の原 
因となることびあります。 

^ お手入れの隐は AC ア 
^ダプタ-を巧く 

お手入れの際は AC アダプターをコンセ 
ントから抜く。感電の原因となることび 
あります。 

ベ、 電源プラグを巧くとを 
は電源コードを引つお 

6 ない 

コードび傷つを、火災-感電の原因とな 
ることびあります。 /] 

必ずプラグを持って1が 
巧いてください。 

A アンテナエ事は販売店 
V に欄する 

工事には、技術と経験び必要です。アン 
テナは送配電線から離れた場所に設置し 
てください。アンテナび倒れた場合、感 

電の原因となることびあ0ます。 

V 




まを上のごミ主意 


A ミち意 


A 機巧の接続は取巧説明 
け書に従う 

関連機器を接続する場合は、さ々の機器 
の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 

貢け日日广衍^って接締する すた-接締はホ白 

ベ、 長時巧音び歪んだが態 
vV でほわない 

スピーカーび発熱し、乂巧の原因となる 
ことびあ D ます。 

口兀けリし 1 AC 一* しエシ•か儿 y CV 〇 か/し、た<か儿1ゥ•了日 

定のコードを使用する。 

あやまった接続、指定 li (外のコードの使 
用、コードの延長をすると発熱し、やけ 
どの原因となることびあります。 

ベ、 ひび割れディスクは 
vy ほわない 

ひび割れ、変形、または接着剤などで補 

l\A 7 - 1 一、 / —7 J -1 (-1 -mi +广 1 、 ~か / —7 >-7 

ベ、 機器の上に重いちのや 
か砕か 6 はみ出るよ 5 

11みし 7 L 了 イスクは便用しない。 了 イスク 
は機器内で高速回転しますので、飛び散っ 
て、けがの原因となることがあ0ます。 

な大をな物を置かない 

バランスび<ずれて倒れたり、落下した 
りして、けびの原因となることびあります。 

レーザー光線をのぞを 
込まない 

/ C 、 はじめか 6 音量を上げ 

レーヴーホ か目 II 当にろと、視力悼舌を 
起こすことびあ D ます。 

、三/ すをない 

突然大さな音び出て、聴力障害などの原 
因となることびあります。特にヘッドホン 
をご使用になるとをはま意してください。 

A ディスク巧入口に手を 
入れない 

手びはさまれて、けびの原因となること 

- t -1/-^ — /- hN マ+た f _ 1-1- マ、-、-^-"^^^' ノ ト" 

で、 写を刺激するよ 5 な大 
(\)をな音で長時巧続けて 
聞かない 

聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。特にへッドホンをご使用になるとき 
はま意してください。 

V _ 

かあります。特1しわ子様1しは c ： 江忌くた 
さい。 

A 定期的に内部の点巧、 
ZlA 清掃をする 

3年に1度程度を目まに、機器内部の点 
検、清掃をお勧めします。販売店、また 
は最畜りのケンウッドサービス窓□に費 
用を含めご相談ください。 

内部にほこ D のたまったまま長い間掃除 
をしないと、火災や故障の原因となるこ 
とびおります。 

_ J 
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安を上のごを意 


A ミち意 


〇 


電池の取り巧いに注意する 


なのことを、必ず守ってください。 

•極性表示（プラス’とマイナス’’-’の 
向き）にミ主意し、表示どおりに入れる。 
•指定の電池を使用する。 

•使い切ったとをや、長期間使用しない 
ときは、取り出しておく。 

•新しい電池とちい電池を混ぜて使用し 
ない。 

•違ラ種類の電池を混ぜて使用しない。 
•電池は、加熱したり、分解したり、火 
や水の中に入れた D しない。 


電池は誤った使いちをすると、破裂、液 
もれにより、火災、けびや周囲を破損す 
る原因となることびあります。 

電池を入れたままにしておくと、過放電 
により液びちれ、けびややけどの原因と 
なることびあ D ます。 

液びちれた場合は、点検、修理をご依頼 
<ださい。万一、ちれた液び身体につい 
たときは、水でよく洗い流してください。 
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本書の見方 


操作手順です。 


本機はリモコンでち本体でち操 
作でをる機能がありまずが、本 
書ではまとしてリモコンによる 
操作手順を表記しています。 


CD 


CD を再生しまず。市販の音楽 CD なかにを、 MP3 と WMA の才ーディオファイルを記 
録したディスクを再生できまず。詳しくは「本巧で使えるメディア J (P.26) をご質く 
ださい。 


CD を再生ずる 


操作で使ラ 
リモコンのキーです。 



CD をセツトして再生しまず。 

♦あ5かじめディスクが入つている場合は、 [CD»^/i リキーを巧すだけで里おが 
オンにな D、 再生が巧ま0ます。 


スライドドアを巧にスライドして、 CD を入れる 


OOUXT 

鴻。 

(3 © (3 〇 

OQ'cq 

ののの 
ののの © 
ののの〇 

〇圏00 ' 



Iレーベル面を手前にして挿 
入口の中巧に入れてくださ 


Iを中まで CD を入れると自動 
的に引き込ま打ます。 


12' スライドドアを手前にスライドして巧じる 

参スライドドアを H じないと CD を再生でをまだん。 


に〇^/11]年一を押す 


一 CD び挿入されているなま号 


参この取扱説明書のディスプレイ表 
示は実隙のディスプレイ表示とは 
異なる場合がありまず。 


>凶下のようなディスクを再生ずると、トラック査号ぴ正しく表示されないこ 
とぴち〇ます。 

- Mix モード-で記涅されたディスク 
-マルチセッションでを沒でれたディスク 

- CD-DA のフォーマジトと音楽データではないフォーマットぴおなして記窗 
されたディスク 

• Mix モードとは CD-DA のフォーマットと MP3/WMA などの才ーディオフアイル 
がちをずるモードのことでず。 











さ！ 5 に便利に使ラ 
ための関連機能です。 


♦ 本 H で®文るメディア —P.2B 
♦宣質設定— P.S3~ 

♦ なをプ□グラム再生ずる— P.4 1 



CD 





0000 


鴻り 
© @00 
QO.O- 
GD 〇 CD 

の CD の© 

boDcgo 

〇1©(〇〇： 



□ • CD 挿入時の注意 

-スタンバイ巧おのとをは、 CD の挿入はできません。 

-スタンバイ巧想のとをに、巧理に CD 巧挿入しなし ■! でください。が居の原因 
とな D まず。 

- CD ぴ挿入でさなし1とさは、 CD を引をホし，入れ直して<ださしん 
-再生面にはなれないで<ださい。 

- 8cm CD アダフターは巧用でさません。 

- 8cm CD の場合、 CD 挿入□の中巧からずれていると CD び弓!さ込まれまだ 
ん。ごま*ください。 

-ずでに CD が挿入されているとさは、スライドドアを開けると CD び化てさ 
ます。 


CD を取り出す 


[■巧一を押して再をを悟止ずる 


[^2^ スライドドアを巧にスライドし、 CD を取0出す 

スライドドアをスライドすると CD が出てさます。 

♦ CD び再生中でを、スライドドアを巧にスライドすると、再生を停止し 
て CD が出てさます。 




因 

因 

西 


CD の操作方法を説明します。 

USB 機器の操作ち法を説明しま 
ず。 

ラジオの操作ち法を説明します。 

デジタルオーディオプレーヤーの 
操作方法を説明しまず。 

iPod の操作方法を説日月しまず。 

が部機器の操作ち法を説明しまず。 
音質設定の操作ち法を説明しまず。 
機器設定の操作ち法を説明しまず。 
本機の保守について説明しまず。 



U モコンでの操作説明です。 


■§■ 本体での操作説明でず。 


[3^ スライドドアを手前にスライドして閉じる 













こんなことがでをまず 


二迂 いろいろなフォーマツトで記録された 7 

F こ兰ディスクの再生 


音楽 CD だけでなく、オーディオファイル （MP3/WMA) を記録したディスクの再生 
に対応しています。 



いろいろな USB 機器に巧応した= 

USB 入力端子 ^ 

USB フラッシュメモリや US 目マスストレージクラスに対応したデジタルオーディオプ 
レーヤーを接続でをる、 USB 端子を搭載しています。 



iPod を巧続でをる 

iPod 入力端子 



アップル社製 iPod を楽しむための、 iPod 接続端子を搭載しています。 


いろいろな機器に巧応した -二 — —— 

一^か部入力端子 

カセットデッキやビデオデッキなどを接続でさる AUX 入力端子を搭載しています。 

ケンウツド製デジタルオーデイオプレーヤーに対応した 

"D.AUDIO IN 端子 

ケンウッド製デジタルオーデイオプレーヤーの入力端子を搭載し、本機やリモコンで 
操作でさます。 


いろいろな音源を録音でさる 

REC OUT 機能 


C 


ケンウッド製メモリーオーディオプレーヤーを接続して、いろいろな音源を録音でを 
ます。 




を<じ 


A このマークのついた項目は、安全確保の 
ために必ずお読みください。 


おほいになる巧に 

おずお読み<ださい 

成安全上のごま意 . 2 

本書の見方 . 8 

付属品について . 12 

設置するとをは . 13 

接続のしかた . 14 

各部のなまえと働を . 吕〇 

基本的な使い方 . 吕4 

知っておいていただをたいこと . 26 


音源別操作編 ►► P 31 


音ミ原別に巧続や操作の方法を説明しまず 


CD 
US 巨 

FM / AM ラジオ 
□.AUDIO 
iPod 
列部機器 


音質設定編 ►い的 


お巧みの音で聞<方法を説明しまず 


- EX.BASS 
- SOUND 


傑 K 設定編 ►► P .67 


本おの各種設定方法を説明しまず 


時刻設定 
タイマー設定 
ディスプレイ設定 


オートパワーセーブ 


ほ寺編 


►► P .77 


長<お使いいただ<ために 


メツセージ表の一覧 
故障かな？と思ったら 
用語集 

保管とお手入れ 


保証と アフターサービス 


ケンウッド 全国 サービス網 
定格 

















付属品について 


付属品 


AM ループアンテナ FM 室内アンテナ リモコン リモコン用乾電ミ也 

(1 個） （1 本） （RC-FO 日09 :1個） （単3お： 2本） 



スピーカーコード AC アダプター 電源コード 

(已 0cm : 2本） (AC-1 2040 0A :1個） （ 1本） 



います。 





設置ずるとをは 


本機を設置するとをのご注意 


♦本機はお、ず平らでを定した場所に設置してください。台などの上に設置ずる場合には、必ず台の強度を確認し 
てから設置してください。 

♦テレビやパソコンか5かし離した場所に設置してください。スピーカーの磁気により、テレビやパソコンの画 
面に色ムラが発生することがあります。 

♦本機を移動するとをは、必ず本体部を持ってください。スピーカー部を持つと、本体部が落下ずる場合があり 
ます。 

本体部 

丄 



6 9 


KEMWOOO 


L II 9 m 


左側スピーカー 


ち 側 スピーカー 


機器を設置するとさは、下記のことをお守りください。放熱が十分でないと、内部 
に熱がこちり、故障や火災の原因となることがあります。 

• 機器の上面に、放熱の巧ばになるちのを置かないで< ださい。 

• 機器の各面から、下記に示すスペースを空けてください。 

上面：日 Ocmm 上側面：1 OcmL ソ上背面：1 0 cm 料上 

機器は電源コンセントに容易に手が届く位置に設置し、異常が起さた場合すぐに電 
源プラグをコンセントか6抜いて<ださい。 

また、電源スイッチを切っただけでは機器は電源から完全に遮断されません。 

完全に遮断するには、電源プラグを巧いてください。 


音響効果を楽しんでいただ<ために 


スピーカーの配置によって音は変化しまず。よりよい音質をお楽しみいただくために下記を参考にしてください。 
♦左ちのスピーカーの周囲の環境をで定るだけ同じにする。左ちのスピーカーを壁から離れたところに設置し、 
窓に厚手のカーテンなどを掛けて、で走るだけ音の反響を少なくする。 

♦鑑賞時の耳の位置と同じ高さに設置する。 


ステレオ音の 
エチケット 


[巧のェチケット1 


楽しい音楽も、時と場所によっては気になるものです。憐り近所への配慮を 
十分いたしましょラ。ステレオの音量は、あなたのむがけ次第で大さ<ちル 
さ < ちなります。特に静かな夜間には、ルさな音でち通りやずいちのでず。 
夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご利用になるのも一つのち法でず。お互いにむを配り、快い生ま環境を守り 
ましょつ。 







ち続のしかた 



接続上のご注意 


接続び終了ずるまで、電源コードのプラグをコンセントへ差し込まないでください。 
接続したコード、ケーブル類を扳くとをは、事前に必ず本体の電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 


FM 室内アンテナ 


① [ FM 75 n ] 端子に接続する。 
⑨受信状態のよい位置をさがず。 
③高い場所に固定する。 


AM ループアンテナ 




DDDODDDOODDO 

DDDQDDDQQDD 


imp 

Ti 



「 AC アダプターの接続 J を 
ご覧ください 


ち側 スピーカー 


を側スピ—力一 


スピーカーコードは、出荷時に接続されています。 
















接镜のしかた 



付属のアンテナは室内用でず。本機、 TV 、 スピーカーコード、 AC アダプター、電源コードからできるだけ離れた 
ところで、受信状態の一番よい方向に向けまず。 


•アンテナコードの取り付け方 

AM アンテナコードをち記のよラにして、 [ AM ] と 
[/^ GND ] 端子に接続します。 




FM ま巧アンテナの接続 


付属のアンテナは室内用の簡易アンテナでず。を定した受信のためには、屋外アンテナ（市販品）の接続をお勤め 
します。屋外アンテナを接続する場合には、室巧アンテナは取りがしてください。 











接続のしかた 


スピーカーの 巧りかしと取り付け 


本体か5スピーカーをがして、お好みの場所に設置ずることびできます。 

スピーカーの取り外し、取り付け、スピーカーコードの取り替えをするとをは、電源を切り、電源コードをコンセ 
ントか5抜いて<ださい。本体にディスクが入っているとをは、ディスクを取り出しておいてください。 
スピーカーを片方のみ外した状態では不安定になり、振動、衝撃が加わるとお倒する場合があります。取り外し、 
取り付けるとをはご注意ください。 

取り付けの際にはスピーカーを確実に取り付けてください。取り付けび不安定ですと、落下ずる恐れびあります。 


スピーカーの 取り巧し 


フック 

背面に束ねてあるスピーカーコードをフックか5 
外します。 


スピーカーを後ろか5矢印の方向に巧して出しま 

す。 

スピーカーを落とさないよラにごま意ください。 


本体か5 スピーカーを 取り外します。 


■取日かしたスピーカーの設置について 

本体との取り付け面を下にしてスピーカーを設置しまず。 
本体との取り付け面にはずべり止めが付いていまず。 

♦スピーカーの磁気により、テレビやパソコンの画面に色ムラ 
が発をずることがありまず。その場合は、スピーカーをテレ 
ビやパソコンか5かし離して置いてください。 
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接镜のしかた 


スピーカー の取日付け 




本体側の凸部とスピーカー側の取り付け穴が合ラよラ 
に差し込みます。 


スピーカーを前か5矢印の方向に巧して入れます。 


スピー カーコー ドの取日替え 


本体か5スピーカーを外してご使用になる場合、付属のスピーカーコードが短いときには市販のスピーカーコード 
〔 AWG 24 〜18 (導体部の直径□.已1 1 mm 〜1.024 mm ) 規格〕と取り替えることができます。 

市販のスピーカーコードの両端は、あらかじめ約 1 cm 程度ビニール被覆を外し、導線がばらけないよラによじつ 
てから接続してください。 


•スピーカーコード巧端の処理のしかた 

コード先端のビニール部分は、ねじりながら扳さ取ります。 






•スピーカーコードの取り付け方 



スピーカーコー ド接続の注意 


スピーカーコードの+と一は絶対にシヨートさせないでください （+ と一 
のコードを接触させないでください)。 極性+と一を間違えて接続すると、 
楽器などの音源位置がはっきりしない不自然な音になります。 






接続のしかた 


他の機器（市販品）との接続 


□ ♦関連システム機器を接続ずるとをは、関連機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

♦ずべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みが不完全な場合は、音が出なくなったり、 
雑音び発生ずることびあります。 


屋外アンテナの設置上のごミ主意 


アンテナエ事には、技術と経験が必要ですので、販売店にご相談く 
ださい。アンテナは送配電線か5離れた場所に設置してください。 
アンテナが倒れた場合、感電の原因になることがあります。 


フ□ントパネルの開けかた 


本体前面部のコネクターに他の機器を接続ずるとをは、パネルカ 
バーを上げて、機器を接続してください。 



パネル カバー 


□.AUDIO 


デジタルオーディオプレーヤーを本体前面部の 

[□.AUDIO IN] 端子に接続します。 


参デジタルオーディオリンク対応プレーヤー(ケンウッ 
ド製）を専用接続ケーブル PNC-1 巳0 (別売）で接 
続ずると、本機やリモコンを使って操作できまず。 
(P.48) その他のデジタルオーディオプレーヤー 
は、3.已 mm ステレオミニプラグケーブル（市販品） 
を使って接続でをます。 

• お使いにならないと过ま、ミニプラグケーブルを本体 
か5巧いてください。 


1 

II 

1 

_ J 


).©' 目 cK 

口 


Qi nna = も —— an&p 




デジタルオーディオ 
プレーヤー 


USB 


USB フラッシュメモリや USB マスストレージクラス対 
応のデジタルオーディオプレーヤーを、本体前面部の 
ド亩113日]端子に接続します。 


参機器によっては、認識されるまでに時間がかかるこ 
とがありまず。 

• USB 接続モード選択画面が表示されるモデルがあり 
ます。「ストレージモード」を選んでください。 
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接镜のしかた 


iPod 


iPod を本体前面部の [iPod] 端テに接続しまず。 


参 iPod を接続するロホ、 iPod 接続ケーブル PNC-iP120 
(別売）が必要です。本機やリモコンを使って操作で 
をまず。 （P 万日） 

♦お使いにならないと走は、 iPod 接続ケーブルを本体 
か5扳いてください。 

♦使用でをる iPod については、 P.2 日を参照してくだ 
さし、。 


1_ 


口 






AUX 


ビデオデッキなどの音声出力端子を本体背面部の 
[AUX IN] 端子に接続します。 


仪 。I , 


© 


•哥 W 


音声出力 


ビデオデッキなど 


REC OUT 


ケンウッド製ダイレクトエンコード機能付きデジタル 
オーディオプレーヤーを本体背面部の [REC OUT] 端 
子に接続します。 

♦ [REC OUT] 端子か5はアナ□グ音声信号が出力さ 
れます。 



SUB WOOFER PRE OUT 


サブウーファー （SW-4C)HT (別売）など）を本体背 

面部の [SUB WOOFER PRE OUT] 端子に接続しま 

ず。 




PHONES 


3.已 mm ステレオミニプラグつきのへッドフォンを本 
体前面部の [GiPHONES] 端子に接続します。 



19 










さ部のなまえと働を 


本巧部 



本機の [ STANDBY / TIME 刊インジケーターび点巧 

中は、メモリー保護のため、微弱な通電が行われてい 
ます。これをスタンバイげ態といいます。またこの状 
態のとを、リモコンで本機の電源をオンにでさます。 
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本機は便利なワンタッチオペレーション機能を備えて 
います。スタンバイ状態のとき、 [ TUNER / band ]、 
[CD ►/II]. [US 己 ►/■■]、 [iPod ►/II]. 
[ D . AUDIO ^/ ii ] (リモコンのみ）または [ AUX ] (リ 
モコンのみ）キーを巧すと本機の電源がオンになりま 
ず。ディスクび入っているとをは再生び始まりまず。 

























各部のなまえと風を 



オーディオフオルダ、ファイル 
を選択ずると点灯しまず。 

( P .39) 

^— CD 、 USB が一時停止中に点灯 
します。 （ P .32、34) 

—— CD 、 USB が再生中に点灯しま 
す。 （ P .32、34) 

再生モードを設定すると点灯し 一 J 
まず。 （ P .39 〜 43) 

プ□グラムタイマーを設定ずる一^ 
と点灯します。 ( P .70) 

おやすみタイマーを設定ずると—— 
点なします。 （ P .6 日） 


時計、時間、周波数を表示します。 

FM : FM 受信モードのとをに点灯します。 
( P .44) 

AM : AM 受信モードのときに点口します。 
( P .44) 

時計表示のとさに点口します。 （ P . 日 8) 
PM :時計表示のとさに点口します。 （ P . 日 8) 
TOTAL : CD 再生中、ディスク全体の経過時間 
および残り時間を表示ずると走に点灯 
します。 （ P .38) 

kHz : AM 受信周波数を表示します。 （ P .44) 
MHz : FM 受信周放数を表示しまず。 （ P .44) 

ミュート（消音）中に点灯しまず。 ( P .24) - 

オートパワーセーブを設定すると点灯します。 ■ — 
( P .7 己） 

WMA オーデイオファイルを再生しているとをに 一 
点口します。 （ P .32、34) 


ディスプレイ部 


本文中のディスプレイ表示は、 

実際の表示と異なる場合もあります。 


数字およびで字情報を表示しまず。 


USB 機器を検出すると点灯しま 
す。 ( P .34) 

iPod を検出すると点口します。 
( P . 已 6) 

CD が挿入されているとさに点口 
します。 （ P .32) 


■ 


SOUND を選択ずると点巧します。— 
( P . 日已） 

EX . BASS をオンにすると点灯します。 
( P .64) 

FM STEREO 受信モードのと走にっ 
放送局を受信ずると点なしまず。 

( P .44) 

FM STEREO 受信モードのときに 
点灯しまず。 （ P .44) I 


STEREO 团 i 


1 ■■■■■ 



■■■■■ 

» "… 








1 ■■■■■ 












mfffm 

ttttti 

KM 


KM 

ttttti 
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IftM 

ttttti 

IttM 




MMM 
F A P 

か； 
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© 


帥 X 

P 二 
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MP 3 オーディオファイルを再生しているとをに 
点灯しまず。 （ P .32、34) 










各部のなまえと画を 


U モコン宜 R 


本体部と同じ名前のキーは、本体部と同じ働さをします。 


録音レベルの調碧- 

( P .54) 

音源の切り換え/再生一 
( P -32、 34、44、 4 S 、 
已6、 60) 

フオルダ再生モードの—— 
切り換え （ P .39) 

フオルダの還択- 

( P .39、50) 

巧送局の選択 （ P .44) 
アルパムの選択 ( P .57) 
各種調整のレベル設定 
( P •已1、62、 6 S 、70) 


m の選択- 

( P .36、 37、已0、已 7) 

再生方法の切り換え—— 
( P .41 〜43、已8、已 9) 

数字- 

巧や放送局の選択 
( P .3 色、37、 44) 


才ートパワーセーブ 
の設定 （ P .7 已） 



—電源のオン/オフ 
(スタンバイ）を 
切り換え （ P .2 已） 

—時計やタイマーの設定 
( P .68、69) 

r ~ 停止 

J ( P .36、37) 

—音質設定 （ P .64、 6已） 

— ENTER 

各設定を確定しまず。 


r 音量調整 （ P .24) 

J レベル調整 （ P .6 已） 

— m の早戻し、早送り 
( P .3 白、37、曰 7) 
放送局の選局 （ P .4 己） 

r - ディスプレイの表示内容の 
切り換え （ P .38) 
iPod のバックライトの 
点灯 （ P •日 7) 

- J ディスプレイの明るさの 
調整 （ P .74) 

—ディスプレイの時間表示の 
切り換え （ P .38) 

—ミュート（消音） ( P .24) 


設定クリア 

























各部のなまえと卸を 


操作のしかた 


本体の電源プラグをコンセントに差し込み、リモ 
コンの電源 [(!)] キーを押ずと、電源がオンになり 
ます。 

電源がオンになった5、操作したいキーを巧しま 
す。 

リモコンは本体のリモコン受光部に向けて使巧し 
て < ださい。 


参リモコン受光部に直射日光や高周波点な（イン 
バーター方式等）の壁光灯の光が当ると、正し 
<動作しないことがあります。このよラな場合、 
誤動作を避けるために設置場所を変えてくださ 
し、。 



リモコンの電池の入れ方 



♦電池の極性 （©©) に 
ま意して入れて<ださ 
い。 

• 付属の乾電池は動作チてック用のため、寿命が短いことがあります。 
♦電池を交換するときは、2本とも新しい乾電池と交換してください。 
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基本的なほい方 


ここでは本機の基本的な共通の操作と、再生方法について説明します。 



■音量を調整する 


■ii 


音量を 
下げる [ 


▼ VOLUME ▲ 

音量を 

II I 上げる 



^ UP ) 音量を上ばる 


^ DOWN 、音量を下げる 

■一時的に消音する （5 ュート） 


MUTE 

〇 

♦ ミュートを解除ずるにはもラ 
一度巧します。 




















































昼本的な巧い方 


準備 


•接続を確認してください。 （P . 14〜 19) 

• U モコンを準備してください。 （P.23) 

• USB 機器、デジタルオーディオプレーヤー、 iPod、 外部機器を使用ず 
る場合は、あ！5かじめ本機に接続してください。 （P.1S 、19) 



電源をオンにする 



参 [ TUNER / band ]、[ CD ^/ ii ]、[ USB ^/ ii ]、 
[ iPod ^/ il ]. [INPUT SEL .] (本体のみ）、 
[ D . AUDIO ^/ ii ]( リモコンのみ）、 [ AUX ]( リ 
モコンのみ）キーを巧してち、電源がオンにな 
ります。 


参電源びオンのとさに電源[の]キーを巧すとオフ 
(スタンバイ状態）になりまず。 


障 


ディスクを入れる （ CD の場合) 


CD 拉外を再生ずるとをは手順3に進んでくださし、。 
参 CD の入れかたは P .32 をご覧 < ださい。 




再生する 


各音源の再生/一時停止キーを押します。詳しくは「音源別操作編」 （P .31 〜日 2) をご 
覧ください。外部機器の場合は、外部機器を操作して再生してください。 


■ii 


TUNER 

band 




t iPod j 

0 



♦お好みの音質を設定することができます。詳しくは、「音質設定編」 （P. 目3〜6日）を 
ご覧ください。 

♦本機を一定時間操作しない状態が続くと、ディスプレイがスク□ール表示され、ディ 
スプレイの文字の焼さつをや、輝度ムラを防ぎまず。 
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知つておいていただをたいこと 


本機でほえるメディア 


メディア 


本書でのマ-ク 




us 己フラッシュメモ！ J 

USB 

USB マスストレージ 
クラスが応デジタル 
オーディオプレーヤー 



市販の音楽 CD 

CD 

CD-DA のフォーマツトで 
記録した 
CD-R/CD-RW 


MP3/WMA を 
記録した 

CD-ROM/CD-R/CD-RW 


み 

一 USB 一 


参 [み USB] 端子には、 USB フラッシュメモリや USB マ 
スストレージクラス对応のデジタルオーディオプレー 
ヤー LU がの機器を接続しないでください。万一、他の機 
器を接続して発生した故障や破損、データの損失などに 
ついては、当社は一切その責任を負いませんので、あ5 
かじめご了承<ださい。使用可能な USB マスストレージ 
クラス対応のデジタルオーディオプレーヤーの情報は当 
社ホームページをご覧ください。 
http://www.kenwood.co.jp/faq/ 


♦コピーコント□ール付を CD など、 CD の規格に準拠して 
いないディスクは再生でさない場合があります。 


♦書さ込み時にフアイナライス処理をする必要びありまず。 



参本書では MP3, WMA ファイルをまとめて「オーディオ 
ファイル」と呼びまず。 

♦ CD-ROM、CD-R、CD-RW ディスクを記録した機器や 
記録状態、また使用している CD-ROM、CD-R、CD- 
RW の種類によっては本機で再生でさない場合がありま 
す。 


ディスクに書を込むとまのご注意 


♦パケットライト方式や UDF (Universal Disc Format) 方式で記録されたディスクは再生できません。 
♦ディスク書さ込み時は、必ずセッションク□ーズまたはファイナライズしてください。セッションク□ーズま 
たはファイナライズしていないディスクは、正しく再生でをない場ちがありまず。 

♦書さ込みソフトの仕様によっては、書走込まれたフォルダ名やファイル名が正しく表示されない場合がありま 
す。 

♦マルチセッションディスクや、フォルダを多く含んでいるディスクを再生する場合、再生が始まるまで通常の 
ディスクより時間がかかることがあります。 

♦同一のディスクに、オーディオファイルと音楽 CD (CD-DA フォーマット）を書き込むと正しく再生できません。 
♦オーディオファイルをディスクに書さ込む前に、書を込みをするパソコンで、ファイルが正しく再生されるこ 
とを確認して < ださい。 

書を込みが終わった5、書を込まれたファイルが正しく再生されることを確認してください。 

♦オーディオファイルのファイル名には正しい拡張子(mp3, wma) を付けてください。拡張子が付いていないファ 
イルは再をされません。また、オーディオファイルでないものには拡張子 (mp3, wma) を付けないでください。 
拡張テについては、ち記の r 再生でさるオーディオファイル」をご覧<ださい。 
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知つておいていただをたいこと 




再をでをる才ーデイオフアイル 


本機は UTF の才ーディオフアイル （MP3、WMA) び記録された CD-ROM、CD-R、CD-RW、USB 機器を再生できます。 


MP3 ファイル ■ ファイル数制限 


ファイルフォーマット： MPEG 1 Audio Layer 3/ 
MPEG 2 Audio Layer 3 / MPEG 2 Audio Layer 
3 Lower sampling rate (MPEG2.5) 

化おモ： .mp3 

ヴンプリング周波数 ： 8 kHz 〜48 kHz 
ビットレート： 32 kbps 〜320 kbps 


WMA フアイ J レ 


ファイルフォーマット： 

Windows Media™ Audi □準拠 
化 Si 子： .wma 

ヴンプリング周波数： 32 kHz 〜48 kHz 
ビットレート：日 4 kbps 〜192 kbps 

• Windows Media™ Player 日政降の、姑下の機能 
を使用して作成したファイルは再生でをません。 

- WMA Professional 
- WMA Lossless 
- WMA Voice 


デイスクフオー—、 


ISO 9660 Level 1 
ISO 3660 Level 2 
Joliet 
Romeo 


USB 巧応ファイルシステム 


FAT 16 
FAT 32 


最大ファイル/フォルダな： 合計6已280 
最大フォルダ搜1:2已已 
1フォルダ巧のファイル巧： 256 


表示でをる最大文字数 


ファイルち： 32夕字（拡張子含む） 

フォルダち： 32で字 

タグ表巧 （ Title / Album / Artist ) : 30文:字 

♦ 本機が表示でさるで字種は、カタカナと英数字です。 
表示でさない夕字は"#"と表示されまず。 


その他の注意事項 


参前記の規格に準拠したオーディオファイルでち、 
ディスクの特性、記録状態などにより、再生でさな 
い場合があります。 

♦エンコードしたソフトの仕様や設定によっては、再 
生でをない場合がありまず。 

• DRM (デジタル普作権管理）付をファイルは、再 
生でをません。 

♦ VBR (Variable Bit Rate :巧変ビットレート）で 
エンコードされたオーディオファイルは、対応ビッ 
トレートの節囲外になることがあります。このよラ 
な对応範囲外のビットレートのオーディオファイル 
は再生でさません。 


Windows Media はホ国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商標でず。 
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巧つておいていただをたいこと 


ディスクの取り扱い 


取り扱い上のお願い 


参再生面に触れないように持ってください。 


本機で使用でをるディスクについて 


♦ CD (12 cm 、8 cm )、 CD - ROM 、 CD - R 、 CD - 
RW . CD - EXTRA の音声部分が再生でをます。 

• 8 cm CD アダプターは使用でをません。 


CD-ROM/CD-R/CD-RW ディスクについて 


レーベル面に印刷可能な CD - ROM 、 CD - R 、 CD-RW 
を使用ずると、レーベル面が貼り付いてディスクの取 
り出しがでをなくなることがありまず。本機の故障の 
原因となるため、このよラなディスクは使用しないで 
<ださい。 

USB 機器の取0巧い 


CD ディスクのごま意 


n COMPACT 

曲日昼因のマークが入ったディスクをご使用ください。 

DIGITAL AUDIO 

このマークが入っていないディスクは正しく再生でさ 
ない場合がありまず。 

再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転していま 
す。ひびや夕けのあるディスク、大さ < そったディス 
ク等は絶対に使用しないでください。プレーヤーの破 
損、故障の原因になりまず。 

円お似外の形をしたディスクは、故障の原因になりま 
すので、ご使用にな5ないでください。 


取り扱い上のお願い 


使用でをる USB 機器について 


• おず各機器に付属の取巧説明書をご覽<ださい。 

♦本機に USB 機器は付属していません。別途、市販 
品を購入してください。 

♦本体前面部の |>^ USB ] 端子は USB 2.0 (Full 
speed ) 対応でず。 

♦ USBA ブをかして USB 機器を使用することはでを 
ません。 

♦ USB 機器の使用状況によっては、保存してある内 
容が失われる場合がありまず。保をしてある内容が 
失われたことによる損害については、当社は一切そ 
の責任を負いませんので、ご了承ください。 


使用でをる USB 機器の種類や使用方法には iU 下のよ 
ラな制限があります。 

♦ USB マスストレージクラス対応であること。 

使用ずる USB 機器が USB マスストレージクラスに 
対応しているかどラかは、販売店にお問い合わせく 
ださい。 

♦最大消費電流が「已 00 mA 」 姑下であること。 

上記喊外の USB 機器を使用すると、巧ファイルが 
正常に再生でをない場合がありまず。また上記規格 
に準拠した USB 機器でち、種類や状態によっては 
正常に再生でさない場ちがあります。 

♦本機は USB 機器に電源を供給し、音楽を再生しな 
がら充電がでをます。ただし、本機の電源がオンに 
なっていて、音源が USB になっている必要があり 
ます。 
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知つておいていただをたいこと 


iPod の取り巧い 


取り巧い上のお願い 


使用でさる iPod について 


♦おず iPod に付属の取扱説明書をご覧 < ださい。 

♦本機に iPod は付属していません。別途、アップル 
社製の iPod を購入して < ださい。 

♦ iPod の使用状況によっては、保巧してある内容が 
失われる場合があります。保をしてある内容が失わ 
れたことによる損害については、当社は一切その責 
任を負いませんので、ご了承<ださい。 


♦本機に iPod を接続するには、 iPod 接続ケーブル 
PNC - iP 120 (別売）がぶ、要でず。 

♦本機に接続でをる iPod は段下の通りです。 （2007 
年11ち現在） 


ント□-ル可能 iPod 


iPod 第4世巧（ク U ックホイール） 

吕 0GB/ 40 GB 

iPod mini 

4GB/ 日 GB 

iPod 第4世巧（カラーディスプレイ） 


20GB/30GB/40GB/60GB 

iPod nano 第1世代 

1 G 白/吕 GB/4GB 

iPod nano 第2世代 

吕 G 巨/ 4GB/ 扫 GB 

iPod video (iPod 第巳巧巧） 30GB/60GB/ 扫 0GB 

1 iPod nano 第3世代 (video) * 

4GB/ 扫 GB 

iPod classic* 


* 一部の機能に制限があります。 

iPod のソフトウエアバージョンの情報は、当社ホー 
ムページをご覧 < ださい。 
http :// www . kenwoocl . co . jp/faq 

♦本機は iPod に電源を供給し、音楽を再生しながら 
充電がでをまず。ただし、本機の電源がオンになつ 
ていて、音源び iPod になっている必要びあります。 


Apple および iPod は、米国およびその他の国々で登 
録された Apple Inc . の登録商標でず。 
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巧つておいていただをたいこと 


著作権について 


あなたび録音、録画したちのは、個人として楽し 
むほかは、著作権法上権利者に無断で使用でさま 
せん。なお、この商品の価格には、著作権法の定 
めにより、秘的録音補償金が含まれておりまず。 

おおい合わせ巧： 

社団法人化的録音な償を管理協を （ Sarah ) 

東京都千代田区麵町 1 -8- 14 翅町 YK ビル 2F 
電話 (03) 32 日 1-3444 


♦放送や CD 、 レコード、その他の録音物ユージッ 
クテープ、カラオケテープなど）の音楽作品は、音 
楽の歌詞、楽曲などと同じく、营作権法により保護 
されています。 

♦従って、それらか5録音したものを売ったり、配っ 
たり、譲ったり、貸したりずる場合、および営利（店 
の BGM など）のために使用ずる場合には、著作権 
法上、権利者の許諾が必要です。 

♦使用条件は、場合によって異なりまずので、詳しい 
内容や申請、その他の手続去については「曰本音楽 
营作権協会」 ( JASRAC ) の本部または最寄りのま 
部にお尋ねください。 


輸送時または移動時のご注意 


本機を輸送または移動ずる場合は下記の操作を行ってください。 

① iPod や USB フラッシュメモリ、 USB 才ーディオプレーヤーを取り外します。 CD を取り出しまず。 

⑨に D ^/ i リキーを巧し、 " N 0 DISC " がディスプレイに表示されるのを確認します。 

③数秒間待ち、電源をオフにします。 

@その他外部機器が接続されている場合は、電源がオフになっていることを確認してからケーブルを抜いて 
<ださい。 

本機を移動ずるときは、必ず本体部を持ってください。スピーカー部を持つと、本体部び落下ずる場合があります。 





外部傑お 

•列部機器を再生する¬ 
-列部機器を取り外す¬ 
-入カ レベルを調整する 


音源別操か編 


音源別に操作方法を説明しまず。 

音源にかかわ5ない音質の設定や機器の設定については、 

倍質設定編 J ( P .63) r 機器設定編 J ( P .67) をご覧ください。 
エラーび表示されたり、困つたことが起きた場合には、 
r 保守編」 ( P .77) をご覧ください。 


CD 

- CD を再生する . 32 

. CD を取り出す . 33 

USB 

• USB 機器を再生する . 34 

• USB 機器を取り外す . 35 

CD / USB のいろいろな再を 

•再生中の操作 . 36 

-表示を切り換える . 38 

’フオルタ’再生モードにする . 39 

’巧をプ□グラム再生する . 41 

-曲をランダム再生する . 43 

-曲をリピート再生する . 43 

FM / AM ラジオ 

. FM / AM ラジオを聞< . 44 

•放送局を記憶させる . 46 

• 記憶させた放送局をすべて消す . 47 

□.AUDIO 

• デジタルオーディオプレーヤーを再生する . 48 

• デジタルオーディオプレーャーを取り外す . 49 

-入カレベルを調整する . 已1 

• デジタルオーディオプレーヤーに録音する . 已2 

-録音レベルを調整する . 己4 

iPod 

• iPod を接続して再生する . 已6 

• iPod を取り列す . 已6 

•巧ををランダム再生する（シャッフル） . 已8 

-巧をリピート再生する . 已9 
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pF スライドドアを巧にスライドして、 CD を入れる 

♦レーベル直を手前にして挿 



スライドドアを手前にスライドして閉じる 

• スライドドアを閉じないと CD を再生でをません。 

[^吕1 [ CD *-/ H ] キーを 巧す 


I - CD が挿入されている巧番号 



再生表ホ 経過時間 


□ ♦む下のよラなディスクを再生すると、トラック番号が正しく表示されないこ 
とがありまず。 

- Mix モード4で記録されたディスク 
-マルチセッションで記録されたディスク 

- CD - DA のフォーマットと音楽データではないフォーマットが湿在して記録 
されたディスク 

* Mix モードとは CD-DA のフォーマットと MP 3 /WUA などの才ーデイオフアイル 
び混在するモードのことでず。 


4 CD 


CD を再生しまず。市販の音楽 CDly 列にも、 MP 3 と WMA の才ーディオファイルを記 
録したディスクも再生できまず。詳しくは r 本機で使えるメディア」 （ P .2 巨）をご覧く 
ださい。 


CD を再生する 


CD をセツトして再ましまず。 

♦あ6かじめディスクが入っている場合は、 
オンになり、再生び始まります。 


[ CD ^/ H ] キーを巧すだけで電源が 


Iso 0 0 田 0 > 包 

ol©i©u 卽田〇 

還固〇咱回〇 

§0 V 回0 



0 @ 0 
0 0 
0 0 
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! 謹 


♦ 本機で使えるメディアー P .26 
♦音質設定一 P .63 〜 

参巧をプ□グラム再生する一 R 41 


CD 


□ 参 CD 挿入時の注意 

-スタンバイ状態のときは、 CD の挿入はできません。 

-スタンバイ状態のとをに、無理に CD を挿入しないでくださし、故障の原因 
となりまず。 

- CD が挿入でをないときは、 CD を引き出し、入れ直してください。 

-再生面には触れないで<ださい。 

- 8 cm CD アダプターは使用でをません。 

- 8 cm CD の場合、 CD 挿入□の中央か 5 ずれていると CD が引さ込まれませ 
ん。ご注意ください。 

-ずでに CD が挿入されているときは、スライドドアを開けると CD が出てを 
ます。 


CD を取り出す 


Y [■] キーを巧して再をを厚止ずる 


[2 スライドドアを則こスライドし、 CD を取日出す 

スライドドアをスライドすると CD が出てさます。 

♦ CD が再生中でち、スライドドアを奥にスライドずると、再生を停止し 
て CD が出てをます。 



抒スラィドドアを手前こスラィドして巧じる 



□ • スタンバイ状態のとをは、 CD の取り出しはでをません。 

• CD を取り出ずと、プ□グラム再生の設定内容は消去されまず。 （ P .41) 











萄 USB 


USB フラッシュメモリや US 巨マスストレージクラス対応のデジタルオーデイオプレーヤーを USB 
接続して、内部の MP 3 と WMA の才ーデイオファイルを再生しまず。 


USB フラッシュメモリや USB マスストレージクラスに夕す応したデジタ 
ルオーディオプレーヤーの MP 3 と WMA のオーディオファイルを再生 
しまず。 

♦接続ずる USB 機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 


本な前面部の [み USB ] 端子に USB フラッシュメモリまたは、 
し USB 才ーデイオプレーヤーの USB ケーブルを接続ずる 


，〇 Q 口 I 


I -1 

- '- nn 「 

♦本機に USB 機器を取り付けるとをは、本機と USB 機器の電源をオフに 
してください。 


L 2 ク [ USB ^/ l リキーを巧ず 


機器の中の MP 3 と WMA オーディオファイルを検索し、再生を始めまず。 

♦複数のフォルダやオーディオファイルがある場合の再生の順番について 
は、 P .4 □をご覽ください。 

♦機器に再生可能な MP 3 と WMA 才ーディオファイルがないときは、再を 
は始まりません。 




♦接続されている機器や記録されているファイル数などによって、読み込みに 
時間がかかる場合があります。 

•ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーでは、- 

USB 接続モード選択画面が表おされるモデルがありま 
す。"ストレージモード"を選び、再度 [ USB>/l リキー 
を押して < ださい。 


,fso 0 0 田 0 > 包 

- §孩〇誤田。 

-窃易〇遷回。 

'一 §0 V 回 0 


白0 0 

0 01 Cl 
0 0別 
0 0司 


• 再生中は USB 機器を外さないでください。故障の原因となりまず。 

• USB 機器のコネクターに手を軸れないで<ださい。故障の原因とな0まず。 












USB 機器を取り外す 


- Y [■] キーを巧して再をを厚止ずる 


^2^再廚■巧-を巧ず 


fa ディスプレイに "REMOVE OK " とま示された5、 
USB 機器を取 D かす 



• USB 機器を取り外すと、プ□グラム再生の設定内容は消去されまず。 （ P .41) 



♦他の機器（市販品）との接続一 P .18 
参本機で使えるメディアー P .26 
USB 機器の取0扱い一 P .28 
♦音質設定一 P .63〜 


>巧をプ□グラム再生する一 P .41 


USB 


















国園 CD / USB のいろいろな再生 

通常の再生のほか、フォルダ再生、プ□グラム再生、ランダム再生、リピート再生ができまず。 


再生中の操作 


■ CD 再生中の操作 



一時停止と再開 


[CD^/H] キーを巧す。 


停止ずる 


[■] キーを巧す。 


前のフォルダ/巧のフォルダの曲を再ちずる（フォルダ再ちモード中） 


前のフォルダへは [PREV.] キーを巧す。 
次のフォルダへは [NEXT] キーを押す。 


曲を飛ばず/前の巧へ戻る/曲の初めに戻る 


前の曲または次の脚こ飛ばず：[I イイ] または[►►1]キーを押ず。 
前の巧へ戻る：キーを連続して2回似上押ず。 

巧の初めに戻る：[I イイ] キーを 1 回押す。 


早送り/早戻しをずる 


[イイ] または [►►] キーを巧し続ける。 


巧番号を指定ずる 


已曲目のときは[5]、 [ENTE 刊キーを巧ず。 

17 曲目のとをは[1]、[7]、 [ENTER] キーを巧す。 

















CD/USB 



♦音質設定一 P.63〜 

♦フォルダ再生モードにする一 R39 


■ USB 再生中の操作 



- . QO 
(… 〇 ! (►/111 

^09 ■■主 J ■ I 

3易搂 


(IB [■■" 。 巧巧巧 仁 …‘ [I 

I 各な' 

jgm 


翻 


I 巧〇||〇 


I 班湯！ 

I o o o,—》| 

役か*' 


一時停止と再開 


[USB^/I リキーを巧す。 


停止ずる 


[■] キーを巧す。 


前のフォルダ/巧のフォルダの曲を再ちずる（フォルダ再生モード中） 


前のフォルダへは [PREV.] キーを巧す。 
次のフォルダへは [NEXT] キーを巧す。 


曲を飛ばす/前の巧へ戻る/曲の初めに戻る 


前の巧または次の曲に飛ばず：またはキーを巧す。 
前の曲へ戻る： [I イイ]キーを連続して 2 回切上巧す。 

巧の初めに戻る：[Iイイ]キーを 1 回巧す。 


早送り/早戻しをする 



已巧目のとさは[5]、 [ENTER] キーを押す。 

17 曲目のときは[1]、[7]、 [ENTE 刊キーを巧す。 















CD/USB 


表示を切り換える 
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タイトル表示や TAG 情報の表示を切り換える 


オーディオフアイルには、曲のタイトル、アーティスト名、アルバム 
名などの TAG 情報が記録されています。 

[ DISPLAY ] キーを巧すたびにディスプレイの表示が次のように切り 
換わります。 


■ — ► 


ファイル名 ► TAG タイトル ► TA 日アルバム名 
ファイル番号イ曜日/時計イ TAG アうィスト名 


◄ ~^ 


♦タイトルや TAG 情報がない場合は、次の表示に切り換わります。 
♦エンコードしたソフトの仕様や設定によっては、 TAG 情報が正し 
<表示でをない場合があります。 

♦表示でさないで字は"ザ’と表示されます。 

♦時刻を設定していない場合は、次の表示に切り換わります。 


時間表示を切り換える 


[TIME DISP .] キーを巧すたびにディスプレイの表示が次のように切 
り換わります。 


CD トラック再生/プ□グラム再生のとき 



1巧の経過時間 


I -ータルの残り時間イ 


1巧の残り時間 
I -ータルの経過時間 



ランダム再生/リピート再生のとき 

1巧の経過時間 i - ► 1巧の残り時間 

♦ 400 分を超えた場含は"一一:一一 " と表示されます。 


MP3/WMA 


1巧の経過時間のみ表示しまず。 









! 謹 


♦再生でをる才ーデイオフアイルー R 27 
参巧をプ□グラム再生ずる一 P .41 
♦巧をランダム再生ずる一 P .43 
参巧をリピート再生する一 P .43 


参音質設定^ド.63〜 

参時刻設定^ド.己8 


CD/USB 


フオルダ再生モードにずる 


MP3/WMA 


選択したフオルダ巧のファイルだけを再生しまず。 


[■巧一を巧して再をを厚止ずる 


2 [FOLDER] キーを巧してフォルダ再をモードを遇ぶ 



巧ずたびに次のよラに切り換わります。 


D 点灯 


フォルダ再生モードファイル再生モード 


[PREV.] または [NEXT] キーを巧して再をしたいフオル 
ダを遇ぶ 



フォルダま号8を還んだ場合 


[CD^/H] または [USB^/H] キーを巧して再をずる 



















CD/USB 


■フオルダや巧ファイルの再生順について 

オーディオファイルび記録された CD または USB 機器を再生ずると、 m ファイルは図のように、 
ROOT フオルダのファイルか6順に再生しまず。 


フオルダ構成例 


ROOT FO - l . m 日3 

F 0_2. mp 3 
F 0_3. mp 3 



フォルダ3 F 吕1 


■ 


Ir フオルダを I 巧フアイルを" 


フオルダ4 F 3_ l . mp 3 
F 3_2. mp 3 


Ir フオルダをファイルを i | 


■巧ファイル再生リ頃 

P3 

F0_2.mp3 
F0_3.mp3 
P3 
_ P3 
.....F2_l.mp3 
.....F3_l .mp3 
.....F3_2.mp3 
..… F5_l .mp3 
.....F5_2.mp3 
.....F6_l .mp3 
■■■..F6_2.mp3 
.....F6_3.mp3 



|【 フオルダち I 巧フアイルち 】 I 


フォルダ日 F 5_ l . m 日3 
F 5_2. mp 3 


Ir フオルダを >巧ファイルち i | 


フオルタ—7 F 6 _l . mp 3 
F 6_2. mp 3 
F 6_3. mp 3 



□ 

• ファイルのないフォルダが記録されている場合は、そのフォルダは選択できま 
せん。 

•ファイル名の頭に"日 1" けら "99" などの番号を付けてか 5 ディスクに記録 
ずると、再生する順まを設定ずることができまず。 






























! 謹 


♦再生でをる才ーデイオフアイ ルー R 27 
参巧をランダム再生する一 R 43 
♦ 巧をリピート再生ずる一 R 43 
♦音質設定一 P .63〜 


CD/USB 


曲をプ□グラム再生する 


巧をお好きな順番で聞くことができまず（最大32 m )。 

♦再生中の場合は、 [■] キーを押して再生を停止しまず。 

• フォルダ再をモードの場合は、選択しているフォルダ内の曲を登録します。 



ファイル再生モード 


[P.MODE] キーを巧してプ□グラム登録モードを選ぶ 

巧ずたびに次のよラに切り換わります。 


PGM 点滅 □ PGM 消な 


プ□グラム プ□グラム 

登録モード 登録モード解除 


フオルダ再生モード （ MP 3/ WMA ) 


〇プ□グラム再をしたいフォルダを選ぶ 


[ PREV .] または [ NEXT ] キーで選ぶ 



フォルダ番号8を選んだ場合 


巧 [P.MODE] キーを巧してプ□グラム再をモードを選 
ぶ 


巧ずたびに次のよラに切り換わります。 


i 


\ 

4 



PGM 消な 



プ□グラム 
登録モード 


プ□グラム 
登録モード解除 

















数字キーまたは[►- » H] キーを巧して聞をたい曲 
k またはファイルを遇ぶ 


プ□グラム番号トラック番号 



トラック番号1〇をプ□グラムの1曲目 
に選んだとさ 


fS"' [ENTE 刊キーを巧ず 

♦プ□グラムした巧またはファイルを間違えた場合は、 [ ENTER ] キーを 
押した後にに LEA 刊キーを巧しまず。その後もう一度、手順2か5の 
操作をしてください。 


2曲な上遇ぶときは手順2か53を繰日返す 

♦ 32 巧まで選ぶことができます。さらに選ぼうとすると 
"PGM FULL " と表示されまず。 


H 5" に D^/ h ] または [USB^/l リキーを巧して再をずる 

" PGM " が点灯します。 


■プ□グラムモードを解除ずるには 

再生を停止し、 [ CLEAR ] キーを巧ず。 

設定したプ□グラムは消去されます。 

■プ□グラムした巧を取り消ずには 

♦再生を停止し、その後 [ P . MODE ] キーを巧す。 

♦その後 [ CLEAR ] キーを巧すたびに、プ□グラムした最後の曲か 
51巧ずつ消去されまず。 

[<] または [>] キーを巧すと、プ□グラム番号が選べます。消ま 
したいトラック番号を表示して、 [ CLEAR ] キーを巧しまず。 

■ ffl を後か5追加ずるには 

再生している場合は停止してから、手順1か5己の操作をする。 

■プ□グラムした巧を確認ずるには 

再生を停止し、[ I ベべ]または t ►- ► H ] キーを巧す。 


□ ♦電源をオフにしたり、 CD を取り出したり、 US 己機器を取り列ずと、設定した 
プ□グラム內容は消去されます。 














! 謹 


♦フォルダ再生モードにずる一 P .39 
♦巧をプ□グラム再生する一 P .41 
♦音質設定一 P .63〜 


CD/USB 


再生中の CD 巧、またはフオルダ巧の巧を 順 不同で再生しまず。 

♦ " PGM " が点灯しているとをは、停止中に [ CLEAR ] キーを巧して消灯させて 
<ださい。 


[^1/ [RANDOM] キーを巧ず 

巧すたびに次のよラに切り換わりまず。 


ランダム再生モード ランダム再生モード解除 


□ 


I フォルダ再生モードのとをは、フォルダ內の曲をランダム再生します。 
I [ I イイ]キーを巧ずと、再生している巧の初めに戻ります。 


ffl または全曲を繰り返し再生しまず。 



に D^/H] または [USB^/H] キーを巧して繰り返したい 
^ 巧を再をずる 


[REPEAT] キーを巧してリピート再をずる 

巧すたびに次のよラに切り換わります。 


] 巧リピート再生を巧リピート再生リピート再生を解除 


曲をランダム再生ずる 


消灯 


点灯 


点打 


曲をリピート再生する 


DC 消灯 


DC 点口 



□ • フォルダ再生モードのときは、フォルダ內の曲をリピート再生します。 

• プ□グラム再生モードのときは、プ□グラムした巧でリピート再生します。 











因 FM/AM ラジオ 

FM / AM ラジオを聞いたり、放送局をセットしまず。 


FM/AM ラジオを聞 < 


参 [ TUNER / band ] キーを巧ずだけで電源がオンになり、ラジオを聞くことびで 
さまず。 



0/受信モードを遇ぶ 

[ TUNER / band ] キーを押ず 

巧すたびに次のよラに切り換わります。 


FM (ステレオ ） n FM (モノラル ） n AM 


参 FM (ステレオ）受信モードのときにステレオ受信すると、 " ST ." び点 
丈了しまず。 


2巧を局を遇ぶ 

/ 


記憶され ている 放送局 か6 選ぶ場合（プリ セツトコール) 


記憶させてある放送局を選びまず。 

♦あ6かじめ放送局を記憶させてください。 （ P .4 日） 

■ [P.CALL] キーで選ぶ場台 

[く]または [>] キーを巧すたびに、記憶されている放送局が順に切り 
換わります。 

[く]または [>] キーを巧し続けると、記憶されている放送局を已砂ず 
つ受信しながら順に切り換わります。 


■数字キーで選ぶ場合 


P 17な5[1]、[7]、 [ ENTER ] キーを巧す。 
P 23 な6[2]、[3]、 [ ENTER ] キーを巧ず。 


44 











♦巧送局を記憶させる一 P.4 日 
♦音質設定一 P. 日3〜 

♦時刻設定 一 P. 日 8 


FM / AM ラジオ 


■オート還局をずる場合は 

[ TUNING -^/ キーを1砂 LU 上押し続けると、次の放送局を自動で 
受信します。お好みの放送局を受信するまで、操作を繰り返してください。 

■マニュアル選局をずる場合は 

受信するまで、または受信したい周放数になるまで、 [ TUNING ベ-^/ 
キーをル刻みに巧してください。 


□: 


オート選局中は音が出ません。 

[ DISPLAY ] キーを押すたびに次のように切り換わります。 
r 曜曰/時刻」を表示ずるには、あ5かじめ時刻を設定して<ださい。 （ P .6 S ) 




記憶されていない放送局を選ぶ場合（オート選局/マニュアル選局) 


プリセツト番号 







FM / AM ラジオ 


放送局を記憶させる 


放送局を選択して好きなプリセツト番号に登録しまず。ずでに放送局が 
記憶されているプリセツト番号に登録ずると、新しい放送局に変更され 
まず。 

♦放送局は FM 、 AM 合わせて最大40局まで記憶でをまず。 



記憶させたい受信モードを選ぶ 

[ TUNER / band ] キーを巧して切り換えます。 

♦ FM ステレオ放送を受信ずるには 、 「FM (ステレオ)」を還んでください。 


記憶をせたいが送局を選び、 [ ENTER ] キーを巧ず 

プリセツトに登録したい放送局を、オート選局またはマニュアル選局で選 
びまず。 （ P .4 巳） 



ープリセツト番号が点滅ずる 


参登録されていないプリセツトま号び表示されます。 


記憶をせたいプリセット香号 （ P 01 〜 P 40) を選ぶ 

[く] または [>] キーを 巧す 

— 選んだプリセット番号が表示される 

♦すでに放送局が記憶されているプリセット番号を漫ぶと、新しい設定に 
変更されます。 

[ ENTER ] キーを巧ず 






















! 謹 


♦ FM / AM ラジオを聞< 一 P .44 


FM / AM ラジオ 


記憶させた放送局をすべて消ず 


プリセツトに登録したずべての放送局を、プリセツトか5消します。 
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に LEAR ] キーを 4 秒似上巧ず 



参ディスプレイに "TUNER CLEAR ?" と10砂間表示されます。 


[ ENTE 刊キーを巧ず 

ディスプレイに " TUNER CLEAR ?" と表示されている間に、 [ ENTER ] キー 
を巧して < ださい。 
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凹 D.AUDIO 

ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー （ la 下「デジタルオーディオプレーヤー」といいまず) 
を接続して再生ずることびでをます。 


デジタルオーディオプレーヤーを再生する 


デジタルオーディオプレーヤーを本機に接続して再生しまず。 

♦接続するデジタルオーディオプレーヤーの取扱説明書ちあわせてご覧ください。 
♦専用接続ケーブル PNC - 150 (別売）を使って接続すると、本機やリモコンで 
デジタルオーディオプレーヤーを操作でさます。 
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接続可能なケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー （2007 年11月現在) 


HDD オーディオプレーヤー 

メモリオーディオプレーヤー 

HD60GD9、 HD20GA7, 
HD30GA9、 HD30G 己白、 

HDIOG 巨7 

M2GD 己已、 M2GD 巳0、 M1GD 己巳、 
M1GD 己0、 M1G 巨巳、 M 已12巨己、 
M1GC7、M 吕 GC7、M 巳 12C 已 


y 本な:前面部の [ D.AUDIO IN ] 端子にデジタルオーデイオ 
^ プレーヤーを接続する 



♦接続ずると走は、本機とデジタルオーディオプレーヤーの電源は必ず才 
フにして接続してください。 


吕'デジタルオーデイオプレーヤーの電源を入れる 

[3 デジタルオーデイオプレーヤーを再をする 

胃 [ D . AUDIO ^/ i リキーを巧ず 


参 [ D . AUDIO ^/ H ] キーを巧ずだけで本機の電源がオンになり、再生び 
始まります。 


■宜 ■ [INPUT SEL .] キーを押す 

押ずたびに次のよラに音源が切り換わります。 



D.AUDIO 


AUX 
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□.AUDIO 


参他の機器（市販品）との接続- 
♦音質設定一 P. 日3〜 

参入カレべルを調整する一 P. 已1 


P .18 


pP 本機と、 
る 


デジタルオーデイオプレーヤーの電源をオフにず 


2^デジタルオーデイオプレーヤーを取 D かす 


♦デジタルオーディオプレーヤーの接続ケーブルも、 [ D.AUDIO IN ] 端テ 
から抜いてください。 


デジタルオーディオプレーヤーを取り外す 
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49 






□.AUDIO 


一時停止と再開 


[ D . AUDIO ^/ H ] キーを 押す。 


前のフォルダ/次のフォルダの巧を再生ずる 


前のフオルダへは [ PREV .] キーを 巧す。 
次のフオルダへは [ NEXT ] キーを 巧す。 


早送り/早戻しをずる 


[ I イイ]または[►►リキーを巧し続ける。 


巧を飛ばず/前の巧へ戻る/巧の初めに戻る 


前の巧または次の曲こ飛ばす： [ H «] または[►^]キーを巧す。 
前の巧へ戻る：[ I イイ]キーを連続して2回喊上押す。 

ほの初めに戻る：[ I イ- <] キーを1回巧す。 


■デジタルオーディオプレーヤー再生中の操作 


Q ♦専用接続ケーブル PNC -1 已〇 (別売）で接続した場合は、デジタルオーディオ 
プレーヤーの音量、音質設定が固定されまず。 

•専用接続ケーブル PNC -1 已〇 (別売） m がで接続した場合は、接続したデジタ 
ルオーディオプレーヤー側で操作しまず。 

•下記のデジタルオーディオプレーヤーには、フォルダを選んで再生する機能 
はありません。 

M 2 GD 5 曰、 M 2 GD 已0、 M 1 GD 已已、 M ] GD 已〇 















! 謹 


参デジタルオーディオプレーヤーを再生する一 P.4 扫 
♦音質設定一 P. 日3〜 


□.AUDIO 


入カレベルを調壁する 


デジタルオーディオプレーヤーの入カレベルを調整ずることがでさま 
ず。 

同じボリュームでち列部機器か5の音量びほかの音源より大きく、また 
は小さく感じた場合は調整してください。 


1/デジタルオーデイオプレーヤーの電源をオフにずる 



[D.AUDIO>/l リキーを巧して音源を切日巧える 


入カレベルを設定する 

[く]または [>] キーを巧す 

• -3 〜 +3 の麵で醒できます。 


参入カレべルを調整すると、 [ D.AUDIO IN ] 端子に接続されたが部機器から録 
音ずる場合の音量ち変わりまず。 













□.AUDIO 


デジタルオーディオプレーヤーに録音する 


さまざまな音源か6ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーに録音 
しまず。デジタルオーディオプレーヤーは無音部分を感知し、自動で卜 
ラツクを作成ずることちでさまず。 



♦接続ずるとさは、本機とデジタルオーディオプレーヤーの電源はぶ、ずオフにし 
て接続してください。 

♦接続ずるデジタルオーディオプレーヤーの取扱説明書ちあわせてご覧ください。 
♦ 音源となる機器を接続しておさます。 

接続可能なケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー(吕007年11月現在） 
メモ U オーディオプレーヤー 
M 1 G 己己、 M 曰12己已、 M 2 GC 7、 M 1 GC 7 


y 本が背面の [REC OUT ] 端子にデジタルオーデイオプレー 
^ ヤーを接続ずる 


] 
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2録音する音源を遇ぶ 

ン 


に D ^/ ii ]、[ USB ^/ H ]、[ iPod ^/ ii ]、[ TUNER / band]、[INPUT 


SE し] (本体のみ）、 [ D . AUDIO ^/ ll ] (リモコンのみ）キーを巧して選 
びます。 
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! 謹 


参他の機器（市販品）との接続^ド.19 
参録音レベルの調整一 P . 已4 


□.AUDIO 


録音の準備を する 


■ CD 、 USB 、 iPod の場合 


に D ^/ ii ]、[ USB ^/ H ]、[ iPod ^/ i リキーを巧し、再生を一時停止 
しまず。 

録音したい曲を選んだり、録音したい箇所で一時停止します。 （ P .32、 
34、36、37、已日） 



■デジタルオーディオプレーヤーの場合 

[ D . AUDIO >/ ii ] キー(リモコンのみ）を巧し、再生を一時停止しまず。 
録音したい曲を選んだり、録音したい箇所で一時停止します。 （ P .48) 

■ラジオの場合 

選局します。 （ P .44) 


デジタルオーデイオプレーヤーを操作して録音を閲始ずる 


再をを始める 

■ CD 、 USB 、 iPod の場合 

に0^/11]、 [ US 己►/■■]、 [ iPod >/ ii ] キーを巧し、再生を始めまず。 

■デジタルオーディオプレーヤーの場合 

[ D . AUDIO ^/ ii ] (リモコンのみ）キーを巧し、再生を始めまず。 



■ラジオの場合 

この手順は不要です。 


■録音を停止ずる 

[■] キーを巧す。 

♦ デジタルオーディオプレーヤーの録音を停止させる場合は、接続 
しているデジタルオーディオプレーヤーを操作してください。 

■録音した音が重む、またはルさいと感じた場台 

♦録音レベルを調整して<ださい。 （ P . 己 4) 
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□.AUDIO 


録音レベルを調壁ずる 


デジタルオーディオプレーヤーに録音した音び重む、または小さいと感 
じた場合は、出カレベルを調整して台わせることがでをまず。 


0/出カレベルを遇ぶ 

[REC OUT LEVEL ] キーを巧すたびに切り換わりまず。 



Co 

gWTjail 

卜 " a ) (►'") (►/111 し ) 

■川'' ■ flQn 

0©©CD 

0000 

づ夏に 

© O CE ) 回 


000 


ののの 


の CD CD 

卜 MMC リ 

の CD CD 

0 

01 の b 

0 

一 



t 



参 [REC OUT] 端子にケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーを 
接続する場合は、それぞれの機器に最適な録音レベルを還んでおくこ 
とをおすすめします。 


i\/12GC7. 本機 ： high 

♦:^禮 ； >id 


M1GB 巳、 本機 ： HIGH 

ffilurSI ^ m 5?1L ] 調整機能はぁ。ません 


参音源がデジタルオーディオプレーヤーのときは、 [REC OUT] 
端子に接続しているデジタルオーディオプレーヤーを取りがしてか 
ら調整してください。 
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岛 iPod 

iPod を接続して再生でさまず。 


iPod を接続して再生する 


iPod を本機に接続して再生しまず。 

♦接続する iPod の取扱説明書ちあわせてご覽ください。 

♦ 口 od を iPod 接続ヶーブル PNC - iP 120 (別売）で接続しまず。 （ P .19) 
♦使用でをる iPod については、 P .2 日を参照してください。 

[y 本体前面部の [ iPod ] 端テに iPod を iPod 接続ヶーブル 
ン PNC - iP 120 刷売）で接続する 




♦接続ずるときは、本機と iPod の電源は必ずオフにして接続してくださし、。 

H 2 [ iPod ^/ ii ] キーを巧して再をする 

• おもな操作は iPod で行います。 
















! 謹 


♦他の機器（市販品）との接続一 P . 19 
参使用でさる!ド〇0にっぃて^^29 
♦音質設定一 P . 日3〜 


iPod 


■ iPod 再生中の操作 



[ iPod ^/ ii ] キーを 巧す。 


前のアルバムへは [ PREV .] キーを 巧す。 
次のアルバムへは [ NEXT ] キーを 巧す。 


[イイ] または [►►] キーを押し続ける。 


前のまたは次の巧に飛ばす ： [W イ] または [►♦ H ] キーを巧ず。 
前の曲へ戻る ：[I イイ] キーを連続して2回 L ソ上巧す。 

曲の初めに戻る ：[I イイ] キーを1回巧す。 


一時停止と再開 


前のアルバム/巧のアルバムの巧を再生ずる 


早送り/早戻しをずる 


曲を飛ばず/前の巧へ戻る/巧の初めに戻る 


バックライトを，卓、！打ずる 



[ DISPLAY ] キーを 巧す。 

iPod のバックライトが、約3□砂間点灯します。 


□ •本機へ接続している間は、 iPod で設定した音量、音質が無効になります。 
• 再生中は iPod をがさないでください。故障の原因となります。 

• iPod のモデルによって、操作できない機能があります。 
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iPod 


曲をランダム再生ずる（シャッフル) 


iPod 巧の巧を順不同で再生しまず。 



■ S ' 

〇〇 

"■1よリ:> 

(I.M) (►'") (•/") し 、 

■ホ • 

〇©©〇 
〇 〇 〇〇 

づ^に 


〔1ノ [ RANDOM ] キーを巧ず 

巧すたびに次のよラに切り換わります。 



巧のランダム再生 





アルバムのフンダム再生 

U 

OFF 



参シャッフルの状態は、 iPod の表示部で確認でさます。 


□ • iPod classic (第目世代 )、 iPod nano (第3世け）には対応していません。 
• [I ィィ]キーを押ずと、再生している巧の初めに戻0まず。 
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! 謹 


♦音質設定一 P . 日3 


iPod 


曲をリピート再生する 


口 od の巧を繰り返し再生しまず。 


〇〇 

CTijaii 

© © © CD 

—wiia 

O © ©CD 
0000 

。夏に 

回 ® 回 CE) 

ooC = 

03 GD の 
ro CD CD ( 

CZ) CD の （ 



/I/ [iPod*-/i リキーを巧して繰 D 返したい曲を再をする 


P [^[REPEAT] キーを巧してリピート再をする 

巧すたびに次のよラに切り換わりまず。 


1巧のリピート再生 n 全巧のリピート再生 n OFF 


♦リピートの状態は、 iPod の表示部で確認でをます。 


□ • iPod classic (第6世代 )、 iPod nano (第3世代）には対応していません。 

• アルバム再生モードのとをは、アルバム內でリピート再生しまず。 

•ランダム再生モードのとをは、ランダム再生がひと通り終わってから、新た 
に違ラ順番でランダム再生が始まりまず。 

アルバム再生モードでランダム再生しているときは、アルバム內の巧が違ラ 
順番でランダム再生されまず。 
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回か部機器 

本機に巧部機器を接続して m を再生ずることができまず。 


外部機器を再生する 


r 他の機器（市販品）との接続」 （ P .1 目）にしたがって、本機と外部機 
器を接続しまず。 

♦接続するとをは、本機と外部機器の電源を必ずオフにして接続してください。 
♦接続する外部機器の取扱説明書ちあわせてご覽ください。 




〇〇 

iWjn 

fbiBdJ (►/IIJ 卜 /■■) C ) 

c R 资 CD 
0000 

く)資に 

© © GD © 
000 


の Kjj CD 
の CD の 
の GD CD 


O 


oicpfoo 


y 本巧背面部の [AUX IN] 端子にか部機器を接続ずる 


肺 日 

音声出力 


2^音源を AUX に切日巧える 

ノ 


I [ AUX ] キーを 巧す 

■SI [INPUT SEL .] キーを巧す 

押すたびに次のよラに音源が切り換わりまず。 


口 


AUX n D.AUDIO 


3ち続したか部機おを再をずる 

/ 接続した外部機器を操作して再生しまず。 








! 謹 


♦他の機器（市販品）との接続一 P .19 
♦音質設定一 P .63〜 

参入カレベルを調整する一 P .62 


か部機器 


外部機器を取り外す 


0/本機と、か部機器の電源をオフにする 
[2' か部機器を取 D かす 









か部機お 


入カレベルを調壁ずる 


[AUX IN] 端子に接続した外部機器の入カレベルを調整ずることびでき 
まず。 

同じボリュームでもが部機器か6の音量びほかの音源より大きく、また 
はかさく感じた場合は調整してください。 



音源を AUX に切0換える 



[ AUX ] キーを 巧す 


■宜 ■ [INPUT SEL .] キーを巧す 

巧ずたびに次のように音源が切り換わります。 



AUX 


□.AUDIO 



入カレベルを設定する 

[<] または [>] キーを 押ず 

QQiQmiimg • -3 〜+3の範目で！]整できます。 


♦入カレベルを調整すると 、 [AUX IN ] 端子に接続されたが部機器から録音す 
る場合の音量も変わります。 
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音質設定編 


ステレオシステムな6ではの音質設定をお楽しみくだをい。 
ほ音を強調ずる EX . BASS や、それぞれの巧に最適な音質を 
SOUND で調整できまず。 


EX.BASS 

•低音域を強調する . 日4 

SOUND 

-高音域と低音域を調整する . 日已 





EX.BASS 

お音域を楽しむために、 EX . BASS を設定しまず。 


[ EX . BAS 引キーを巧ず 

[ EX . BASS ] キーを押すごとに、 ON / OFF が切り換わりまず。 


: 


" EX . BASS " び点巧 


" EX . BASS " び消巧 


□ 


I EX . BASS 機能をオンにすると、 SOUND 機能は無効になります。 


ほ音域を強調する 


SO 0 0田0 > 

OKDicDC 夢 

巧！© 〇襄 

l®ioo V/ 
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SOUND 


お音域と高音域を調整して、お好みのサウンドに設定でをます。 





























お巧設定編 


基本的な時刻設定のほか、タイマーやディスプレイ設定など、 
本機をより硬利に使いこなしていただくための機能を説明し 
ていまず。 


時刻設定 . 68 

タィ7—設定 

•おやすみタイマーを設定する （ SLEEP ). 日日 

•プ□グラムタイマーを設定する （ PROGRAM ). 70 

ディスプレイ設定 

-ディスプレイの明るさを設定ずる （ DIMMER ). 74 


才ートパワーセーブ 
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時刻設定 


本機の時計を正しい時刻に合わせまず。プ□グラムタイマーで再生をずる場台、 
時刻が正しく設定されていないと、正しい時間にプ□グラムを作動させることが 
でをません。 


リ^ [ TIMER ] キーを押ず 

[<] または [>] キーを 押す 


[ ENTER ] キーを 巧す 


参時刻がすでに設定されている場合は、時刻表示となります。 
[ ENTER ] キーを巧して手順2に進みます。 


[2^ 曜 B を合わせる 

[<] または [>] キ ー; 


[<] または [>] キーを押して「曜日」を合わせる 

[ ENTER ] キーを 巧す 


- fj 3 ^ 時間表示を還巧する 

[<] または [>] キーで選ぶ 


固 


12時間表示 12時間表ち 

正午と真巧中を 正午と真夜中を 

■12:00" と表ち "0:00" と表を 

▼ 

[ ENTER ] キーを 巧す 


24時間表示 


固 


[4^ 時刻を合わせる 

[<] または [>] キーを押して r 時」を合わせる 




[ ENTER ] キーを 巧す 


[<] または [>] キーを押して r 分」を合わせる 

^ [ ENTER 巧-を巧す 

• 設定した曜曰と時刻が表示されまず。 


□: 


間違えたとさは、はじめか5やり直してください。 

停電や電源プラグをコンセントに入れ直した場合は、ちラー度時刻を設定し 
直してください。 

•電源がスタンバイ状態 ( OFF ) のとき、 [ DISPLAY ] キーを巧すと巳秒間時刻 
を表示しまず。 








































おやずみタイマーを設定ずる （ SLEEP ) 


設定した時間び過ぎると自動的に電源がオフになりまず。電源オフまで 
の時間を10分か5 90分まで10分単にで設定できまず。 


1ノ [ SLEEP ] キーを巧す 


巧すごとに10分単位で時間び長くなりまず。 
90分の次はタイマーオフになりまず。 


> ^3っ 



セツトする時間 


おやすみタイマー設定中 


参おやすみタイマーを設定すると、ディスプレイ表示 
が暗くなり、イルミネーションも消えまず。 
♦おやすみタイマー動作中に [ SLEEP ] キーを巧すと 
残り時間を確認でさまず。 


■おやすみタイ7—をキャンセルずるには 

電源[の]キーを巧してオフ（スタンバイ）にずるか、 
[ SLEEP ] キーを巧して「ジ」を消なさせる。 


タイマー設定 

設定した時間び過ざると自動のに電源がオフになるおやずみタイマーと、 
設定した時間になると、再生を始めるプ□グラムタイマーがあります。 
















タイマー設定 


プログラムタイマーを設定ずる （ PROGRAM ) 


タイマーを利用して、設定した時間に自動のに再生を開始しまず。吕つ 
のタイマー （PROG. 1、 PROG. 2) を同時に設定しておくことびでき 
まず。 


ろ 


〇 

•■■I";, 麵ク . ■ lilMjtHil 
(。"う卜う卜 ■■)[) 

||3易逐^ 


000 


Cl) Cl) 
CD CD CD ( 
の GD CD ( 


J - 


♦あ 5 かじめ本機の時計を合わせておいてください。 （ P . 日 8) 

♦ラジオを聞く場合は、あらかじめ放送局をプリセツトしておいてください。 
( P .4 目） 

♦ PROGRAM 1 と PROGRAMS の作動する時間が重ならないよラに、1分攻上の 
間を開けて設定して<ださい。 


[ TIMER ] キーを巧ず 

[<] または [>] キーを 押す 


[ ENTER ] キーを 押す 


2 " PROG .1" または " PROG . 2" を選ぶ 

/ [<] または [>] キーを 押す 


[ ENTER ] キーを 押す 


4な " ON " または " OFF " を選ぶ 

[<] または [>] キーを 押す 

例） PROGRAM 1を無効にする場合 

例） PROGRAM 1を有効にずる場合 

[ ENTER ] キーを 押す 

• - OFF " を選ぶと操作が終了し、ちとの表示に戻ります。 
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♦巧送局を記憶させる一 P .4 日 
♦時刻設定一 P . 日8 


タイマー設定 


〇〇 

ご 〜:1 ■で ■ i.HllilM 

0 © © CD 

o © © 公 


0~ —)(…) Gi) い •) 
000 
の CD の 
い） (6 ) ( EEE ) 
QD CD の CD 


つ タイマー実行曜日を選ぶ 

[く] または [>] キーを 巧す 
巧すたびに次のよラに切り換わります。 
r —； EVERYDAY \ MONDAY \ TUESDAY 


巧 0 _ __ 

；■ SAT-SUN \ TUE-SAT \ MON-FRI ； SUNDAY 

±曜日-日曜日火曜日-±曜日月曜日-金曜日 曰曜曰 


\ MONDAY \ TUESDAY \ 

月曜日 火曜日 

TUE-SAT \ MON-FRI \ SUN[ 


火曜日-±曜日月曜曰-金曜曰 


\ WEDNESDAY \ THURSDAY ^ 
水曜日 木曜日 

WAY J SATURDAY \ FRIDAY 

曜日 ±曜日 金曜日 



[ ENTER ] キーを 巧ず 

♦ " EVERYDAY "、 " MON - FRI "、 " TUE - SAT " または " SAT - SUN " を 
選んだ場合は、手順目に進みます。 

"EVERY WEEK " {毎週）または " ONETIME "(1 回） 
を選ぶ 

[く] または [>] キーを 巧す 


参毎週タイマーび実行されます。 


参設定したタイマーが一度だけ実行され 
ます。 


[ ENTER ] キーを 巧ず 


6 "ON TIME " {開始時間）を設定ずる 

[<] または [>] キーを巧して r 時」をちわせる 


[ ENTER ] キーを 押す 


[<] または [>] キーを巧して r 分」を合わせる 


[ ENTER ] キーを 押す 


































タイマー設定 


- "OFF TIME " {終了時間）を設定ずる 

[<] または [>] キーを押して r 時」を合わせる 

[ ENTER ] キーを 巧す 


▼ 

[<] または [>] キーを押して「ミ 


[<] または [>] キーを押して「分」を合わせる 

[ENTE 刊キーを巧す 


8 " PLAY " または " AI PLAY " を選ぶ 

[<] または [>] キーを 押す 

• 手順9で設定する音量で再生されまず。 


[ ENTER ] キーを 巧ず 


♦手順9で設定する音量まで徐々に大さくな 
ります。 


P 音量を設定する 

/ [<] または [>] キーを 押す 

^ に NTE 刊卜を巧す 
• [ VOLUME キーでは設定できません。 


喃 


音源を選ぶ 

[く] または [>] キーを 巧す 
押すたびに次のよラに切り換わります。 


ピ 



[ ENTER ] キーを 巧す 

♦ " TUNER " 攻外の音源を選んだときは設定が完了し " COMPLETE " が 
表示された後、元の表示に戻りまず。 

• " TUNER " を選んだとさは [<] または [>] キーでプ U セツト番号を選び、 
[ ENTER ] キーを巧しまず。設定が完了し " COMPLETE " が表示され 
た後、元の表示に戻ります。 
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♦時刻設定一 P .68 


タイマー設定 


[ j / T 電源[の]キーを巧して電源をオフにする 

♦本体の [STANDBY/TIMER] インジケーターがオレンジ色に点口しま 
ず。 


mm •予約内容を変更したいときは、タイマー予約を最初からやり直してください。 
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■設定を途中でやめるには 

[TIMER ] キーを 巧す。 

■タイマーを解除（オフ）/再設定（オン）ずるには 

電源がオンのときに、 [TIME 刊キーを2秒姑上巧し続ける。 

[TIMER] キーを2秒姑上巧し続けるごとに切り換わります。 


1 © 1点巧 

► 

® 2点口 I 

PR 0 G .1 が ON 
の状態 


PROG . 2が ON 
のが態 

©12 消灯 

◄ 

© 12点な 

タイマー解除の状態 


PROG . 1、2が ON 



の状態 

♦タイマーを解除（オフ）しても、設定内容は残ります。 

♦停電や電源プラグをコンセントに入れ直した場合は、 
[STAND 日 Y/TIME 刊インジケーターが赤色に点灯しまず。 
ちラー度時刻を合わせてください。 （ P . 目 8) 






ディスプレイ設定 

ディスプレイの明るさを調節しまず。 


ディスプレイの明るさを設定ずる （ DIMMER ) 


ディスプレイの明るさを2段階で調節でをまず。お好みやお部屋の:I犬態 
によって調節してくだをい。 








才ートパワーセープ （A.P.S. : Auto Power Save ) とは、 CD または US 巨の 
再生が停止したまま30分な上何も操作しないと、自動的に電源がオフになる機能 
でず。 



[A.P.S.] キーを2砂な上巧ず 

2砂似上押すたびに ON / OFF が切り換わります。 
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□ 参入力が 「 TUNER 」、「 D . AUDIO 」、「 iPod 」 または fAUXj のときは、音量が 
ゼロ （ VOLUME 日）または MUTE がオンのとをに働きます。 

• [REC OUT ] 端子に接続した機器に録音するときは、 A . P . S . をオフにするか、 
音量をゼ□よ0上げて録音して<ださい。 















ほす編 


エラーメッセージび表示されたとをやトラブルが起きたときの 
対処方法、さ5に長くご愛用いただくための保管やお手入れ方 
法について説明していまず。 


タッセージ表示一覧 . 78 

巧障かな？と思った S . 79 

用語集 . 日2 

保管とお手入れ . 83 

保証とアフターヴービス . 84 

ケンウッドを国ヴービス網 . 日6 


定が 
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ツセージ表巧一覽 


ディスプレイ 表示 

意味 1 

Can't READ * 

(* は数字や記号） 

♦ CD のディスク情報が正常に読めない。 

^ディスクが巧れている。 「CD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、 
ディスクのミちれをふさとる。 （P.83) 

ーディスクを正しく挿入□の中央に入れる。 （P.3 吕） 

♦ CD び正しい向きで入っていない。 

一 CD を正しい向きで入れ直す。 （P.3 吕） 

CD N0 DISC 

♦ CD び入っていない。 CD を認識できない。 

一 CD を入れる。 （P.3 吕） 

Er-CDOl 

• CD 部が正常に動作していない。 

一修理を依頼してください。 

NOT SUPPORT 

♦菁作権保護された WMA オーディオファイルまたは、再生できないファ 
イルお式のデータを再をしよラとした。 

♦再生でをる MP3 や WMA の才ーディオファイルが無い。 

REMOVE OK 

• USB 機器をパす準備ができた。 

一 USB 機器を、 [•^USB] 端子から取り外ず。 （P.3 日） 

USB NO MEDIA 

♦ USB 機器び接続されていない。 USB 機器び認識でをない。 

一接続を確認する。 （P.18) 

林 READING 
(** はメディア名称） 

♦ メディアの T0C" 情報を読んでいる。 


*1 : CD には音声信号 L ソ外に TOC (Table of Contents) という情報び記録されています。 TOC とは本 
の目次に相当し、巧数や演奏時間、文字情報などのラち、書さ直すことのできないちのが入ってい 
ます。 
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—ナ—部 


70〜73 


プ□グラムタイマーの開始時刻と終了時刻を設定ずる。 


タイマーが作動しなし、 


68 


r 時刻設定」を参照し、時刻を合わせる。 


時刻が表示されなし、 


r 接続のしかた」を参照し、正しく接続し直ず。 


スピーカーの 片側から 
音が出ない 


24 

24 


参へ ッドホンプラグび正しく差し込まれているか確認 
ずる。 

♦音量を上げる。 

参 ミュートをオフにする。 


へツドホンか b 
音び出ない 


参 r 接続のしかた」を参照し、正しく接続し直ず。 

参音量を上げる。 

♦ミュートを解除する。 

参へ ッドホンが差し込まれているときはプラグを巧く。 


音が出ない 


放送局が受信でをない 

♦アンテナを接続する。 

♦放送バンド（受信モード）を合わせる。 

参受信したい放送局の周波数に合わせる。 

♦本体、アンテナ、 AC アダプターのそれぞれを遠ざけ 
る。 

雑音が入る 

• 

参 

• 

• 

外部アンテナを道路から離して設置ずる。 

電気器具の電源を切つてみる。 

テレビから離す。 

本体、アンテナ、 AC アダプターのそれぞれを遠ざけ 
る。 




巧障かな？とおった S 


調子が悪いと故障と考えがちですが、ヴービスに依頼ずる前に、症状にあわせて一度チェック 
してみて < ださい。 


アンプ部-スピーカー部 


処置 


参照ページ 



















































巧障かな？と思った s 



症状勺 

処置 * 

CD を入れても 

♦レーベル面を手前にして、正しく入れる。 

再生でさない 

♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディス 
クの巧れをふさとる。 

♦ r 結露にごま意」を参照し、露を蒸発させる。 
♦スライドドアを閉める。 

音青び出ない 

♦ [ CD >/ H ] キーを巧す。 

♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディス 
クの巧れをふさとる。 

音とぴがする 

♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディス 
クの巧れをふさとる。 

再生でをないオーディ 

♦オーディオファイルが壊れている場合は再生できま 

オフアイルがある 

せん。 

♦本機で再生でさるオーディオファイルか確認ずる。 

再生するまでに時間が 

♦フオルタ‘数やファイル数が多いとさは再生するまで 

かかる 

に時間がかかる場合があります。 

TAG 情報が正しぐ表示 

♦ r 再生でをるオーディオファイル」を参照し本機で表 

されなし1 

示でさる TAG 情報を確認する。 

CD び取り出せない 

♦スライドドアを奥にスライドすると、再生が停止し 

CD が出て走ます。 

それでち CD を取り出せないとさは、 LU 下の手順に 
従って CD を取り出してください。 

〇音源が CD でちることを確認する。 

(再生していれば [■] キーを押して、再生を停止す 
る。） 

0スライドドアを奥にスライドして開ける。 

©本体の [■] キーを吕秒 LU 上押し続ける。 

CD び完全に出るまで本体の [■] キーを巧し続けて 
ください。 

上記の方法でち CD が取り出せないとをは、修理を依 
頼してください。 


参照ページ 



[□.AUDIO IN] 端子に接続した機器 


症状 処置 

ImmmmB 















































巧障かな？と度!つた 6 


[ iPod ] 端子に接続した機器 


症が 


処置 


iP 日 d が認識されない 



iPod をコント□—ルで 
さない 


レスポンスが悪ぐなつ 
た 


参 iPod 接続ケーブル PNC - iP 120 (別売）で接続する。 
♦ iPod 接続ケーブル PNC - iPl 20をしっかり接続する。 
♦本機で再生でさる iPod か確認する。 


♦ iPod を本体から取りがし、 iPod からすべての機器を 
取り外してか5接続しなおしてください。 

♦本機で再生でさる iPod か確認する。 


♦ iPod 内の巧数が多くなると、レスポンスが悪くなる 
ことがあります。特に、曲数が多くシャッフルを才 
ンにしていると、 iPod の動作自体の反応が悪くなる 
ことびあります。 



y モコン宜 P 


症状 

処置 ス 

参照ページ 

リモコンで操作でをない 

• 

新しし谭池に入れ換える。 

23 


• 

操作範囲内で操作ずる。 

23 

























































用語集 


用語 

意味 

CD-DA 

音楽 CD のこと。一般的にに D 」 といえば、ほとんどの場合、 
CD - DA を指しまず。 

MP 3 

独 Fraunhofer 1侶が開発した音声圧縮方式のひとつで、人 
間の聞を取りにくい部分のデータを間引くことによって高 
い圧縮率を得ることがでさ、音楽 CD 並みの音質を保ったま 
ま約1/11 (128 kbps ) に圧縮することができまず。 

USB " プ 

複数の USB 機器を同時に接続するためのアダプター。 

USB マスストレー 
ジクラス 

USB 機器をパソコンで制御ずるための規格。またパソコン 
に接続した USB 機器が、パソコン側か5外部記憶装置とし 
て認識されること。 

VBR 

(可変ビットレート） 

音楽の情報量に合わせて、ビットレートを変化させて割り 
当てるち式。 

WMA 

米国マイク□ソフト社が開発した音声圧縮符号化方式 
[Windows Media ™ Audio 」 の略称でず。 

サンプリング周液数 

アナ□グ信号か5デジタル信号への変換を1砂間に何回行 
ラかを示す数値。音楽 CD の場含は 44.1 kHz 。 一般的にサ 
ンプリング周波数が高いほど高音質となりまず。 


ぺージ 


■ 


1秒間にどのくらいの情報量があるかを示す数値。ビット 
レートが高いほど高音質となります。 
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巧管とお手入れ 


本機の保管とお手入れ 


■次のよ5な場所に置かない 

♦直射曰光の当たる場所。 

♦湿気やほこりの多い場所。 

• 暖房器具の熱が直接当たる場所。 

■結露にごミ主意 

本機と外気の温度差が大さいと、本機に水滴 
(露）が付くことがあります。この現象がおさ 
ますと、本機が正常に動作しないことがありま 
ず。このようなとをには、数時間放置し、乾燥 
させてからご使用 < ださい。 

気ミ昂差の大きいところへ持ち込んだときや、湿 
気の多い部屋などでは、特に結露にごま意<だ 
さい。 

■巧れたら 

前面パネル、ケースなどが巧れたとさは、柔ら 
かい巧でからぶきします。シンナー、ベンジン、 
アルコール、接点復活剤などは変色、変形の原 
因になることがありまずので、ご使巧にな日な 
いで < ださい。 


接続機器の保管とお手入れ 


必ず各製品に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 


CD ディスクの保管とお手入れ 


■巧管ずるとをは 

長い間使用しないとをは、本機か5取り出し、 

ケースに入れて保管してください。 

■巧れたら 

♦ディスクに指紋や巧れがついたとをは、柔5 
かい巧などで、放射状に軽<ふさとってくだ 
さレ。 

♦レコードクリーナーやシンナー、ベンジン、 
アルコールでふかないで<ださい。 

♦ディスクアクセサリー（スタビライザー、 
保護シート、保護リングなど）およびレン 
ズクリーナーは使わないで < ださい。 

■その他お守0いただをたいこと 

♦銘筆やボールペンなどで字を書かないで<だ 
さい。 

♦シールやラベルがはがれたり、のりがはみ 
出している CD は使わないでください。 

♦紙やシール、ラベルを貼5ないでください。 





巧証と アフターサービス 


よ<お読み<ださい 


保話書（別途) 


製品には保旣書び添付されておりまず。保卽書は、必 
ず r お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめの上、 
販売店から受け取っていただを、内容をよくお読みの 
後、大切に保管してください。 


保証期間 


保記期間は、お買い上げの曰より1年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水ミ受 
など、不適切なご使巧による故障の場合は、保証期間 
内でち有料となりまず。詳しくは保記書をご覧くださ 
し、。 


修理に関ずるご相談-ご不明な点は 


修理に関ずるご相談な5びにご不明な点は、お買い上 
ばの販売店または最寄りのケンウッドサービス窓□に 
お問い含わせください。（お問い合わせ先は、 r ケンウッ 
ド全国サービス網」 P .8 日をご覧ください。） 


補修用性能部品の最低保有期間 


当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造巧ち 
切り後8年保有しております。 

補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
に必要な部品でず。 


シリアル番号について 


システム商品の各機器にシリアル番号が付け5れてお 
りまずが、保班書にはシステム管理用として、別のシ 
リアル番号が印刷されていまず。 

付属の保西書で、お買い上げのシステム機器（基本シ 
ステム）ずべての保記修理び受け5れます。 
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« 証と アフターサー ビス 



修埋を依巧されるとをは 


「故障かな？と思った5」に従って調べていたださ、なお異常がある時は、製品の使用を中止し、必 
ず電源プラグを抜いてか5、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービス窓口にお問い合 
わせ < ださい。 

この製品の故障-誤動作*不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につ 
きましては、当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

♦お客様または第王者がテープ-ディスクなどへ記録された内容の損害 
♦録音-再生などお客様または第王者が製品利用の機会を逸したことによる損害 


■巧証期間中は 

保証期間中は保証書の規定に従って、お買い上 
げの販売店またはケンウッドのサービス窓口が 
修理をさせていただをます。 

修理に際しましては保卽書をご提示ください。 


■出張修理/持込修理 

「出張修理」、「持込修理」のどちらが適用され 
るかは機種によって異なります。保話書の記載 
をご確認ください。出張修理を依頼される時は、 
次のことをお知5せ < ださい。 

♦製品名 

♦製造番号 （Serial No .) 

♦お買い上げ年月曰 

♦故障の症状（できるだけ具体的に） 

• ご住所 

(ご近所の目 E 日等ち併せてお知5せ < ださい。） 
♦お名前、電話番号、訪問ごを望曰 


■巧証期間び過ぎているとをは 

保証期間が過ざている時は、修理ずれば使巧で 
さる場合には、ご希望により有料で修理させて 
いただをます。 


■修理料をの仕組み 

(有料修埋の場合は、次の料ををいただ 
をまず） 

• 技術料：故障した製品を正常に修復するた 
めの料金でず。技術者の人件費、 
技術教育費、測定機器等の設備費 
や、一般管理費などび含まれてい 
ます。 

• 部品げ：修理に使巧した部品の代金でず。 

その他、修理に付帯する部材等を 
含む場合ちありまず。 

• 出張料：製品のある場所へ技術者を派遣す 
る場含の賣用です。別途、駐車料 
金をいただ<場合があります。 

♦送料：郵便、宅配便などの料金です。保 
詔期間内に無償修理などを行ラに 
あたって、お客様に負担していた 
だ < 場合があります。 
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ケンウッドを国 サービス 細 


巧いかたや製品に对ずるお巧合せは、カスタマーサポートセンターをご利用<ださい。 

修理などアフターサービスについてのお申し这みは、お買い上げの販亮店または最寄りのケンウッドヴービスな □ 
にお申しごけ < ださい。 

馆サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることがありまずのでご了承ください） 2007年11月現在 


化海道 


札幌サービスセンター 添 007-0834 札幌市ま区化34条ま 14-1-23 a (011)743-7740 


東北 


仙台ヴービスセンター 添 984-0042 仙台市若林区大巧町 5-32-1 2(サンライズ大巧1 F ) 


a (022) 284-1171 


関東*信越 


さいたまサービスセンター雨 330-0801 
千葉ヴービスセンター 志 277-0081 

横おサービスセンター 志 226-8525 


新絹サービスセンター 志日加-0日23 

目黒ヴービスセンター※ 雨1己 3-0 日42 


さいたま市大宮区±手お 1-2( JA 共済埼玉ビル1 F ) 
柏市富ま 1-2-1 
横浜市緑区白山 1-1 日-2 
新谓市姥ケ山 1- 日-37 
目黒区青葉台 3- 17-日 


任の 48) 647-日818 
a (04)7163-1441 
任 （04 日） 939-6242 
巧 （02 日） 287-773 日 
a (03) 3477-5411 


中部*甲州 


名ち屋サービスセンター 

艰 

462-0861 

名古屋市北区辻本通 1-1 1 

静岡サービスセンター 

艰 

420-0816 

静岡市莫区蓄替5-日 1-1 

金ミ尺サービスセンター 

艰 

920-0036 

金お市元菊町2 1-87 






大阪サービスセンター 

艰 

532-0034 

大阪市ミ逊 II 区野中化 2-1-22 

高松サービスセンター 

艰 

760-0068 

高松市松島町 3-1 






広島サービスセンター 

艰 

731-0137 

広島市安佐南区山本 1-8-23 






福岡サービスセンター 

艰 

815-0035 

福岡市南区向野 2-8-1 8 

鹿巧島サービスセンター 

艰 

890-0063 

鹿児島巿鴨池 2-1 日-10(パレス鴨池1 F ) 

沖縄サービスセンター 

艰 

901-2101 

浦添市西原 4-3 日-17(株)物琉 2 F 


a (052)917-2550 
a (054) 262-8700 
a (076) 2日日-巳日4己 


a (06) 6394-8075 
a (087) 835-2413 


a (082) 832-2210 


a (092) 551-9755 
任 (099) 251-6347 
a (0 日 8) 874 -弧 10 


参ケンウツドサービス窓口営業時間のご案内： 

午前10時か5午後6時まで 

月曜日〜金曜日（±曙、日曜、祝日及び当社休日を除く） 


《目黒サービスセンターは修理持込専用窓 
□となつております。 

電話でのお問合せはカスタマーヴポート 
センターへの商送にて承りまず。 


カスタ マーヴポー トセンター 


カスタマーサポートセンター 

♦ナビダイヤル巧〇已 70-010-1 14 (—般電話-公衆電話からは、 

どこか5でち市内通話料金でお問い合わせが可能でず） 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からのご利用は 0(04 已）日33-已133 FAX (04 己） 933-5 己己3 

♦営業時間のご案内： 

月曜〜金曜午前9時30分か5午後6時 
±曜 午前日時30分か日午後12時、 

午後1時から午後已時30分 
(日曜、祝曰及び当社休曰を除く） 

♦住所^ 226-8525 横浜市緑区白山1 -16-2 
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本が部 （RD-CLK5) 


[アンプ部] 


実用最大出力 . 10 W +10 W (J 曰 TA 6 0) 

EX.BASS. +4 d 己 （70 Hz、 Vol. 20) 


入力端子（感度/インピーダンス） 

LINE (D. AUDI0/AUX) 

. 600 mV / 47 kQ (入カレベル 0 時) 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT (D. AUDIO).2.2 V / 10 kQ (HIGH) 

1 V / lOkQ (LOW) 
SUB WOOFER PREOUT.2.2 V / 10 kD 

[チューナー部] 

FM チューナー部 

受信周波数範囲 . 

アンテナインピーダンス 
AM チューナー部 

受信周破数範囲 .. 

[ US 己部] 

巧応 USB 機器 . US 己マスストレージクラスデバイス 

インターフェイス . USB 2.0 (Full speed) USB1.1 国舆 

对応ファイルシステム . FAT 16/32 

再生フオー7ツト/形式 

MP3 サンプリング周波数 . 8 kHz 〜 48 kHz 

ビットレート (CBR/VBR 《•) . 32 kbps 〜 320 kbps 

WMA (WMA9 準拠、 DRM 非対応）サンプリング周波数 

. 32 kHz 〜48 kHz 

ビットレート (C 己 R/VBR *) . 64 kbps 〜 192 kbps 

ID3 タグ . Version 1.0/ 1.1/2.2 / 2.3 

最大フオ J レダ数 . 2已已 

最大フ： r ルダ階層数 . 剖皆層 

最大ファイ J 觸 . 65280 (FAT 32 時) 

#^讀雨 . .最大已 00 mA 

《 V 巨 R のオーディオデータは、上記のピットレートの範 
囲がになる場合があり、再生でさないことがありまず。 


[ CD プレーヤー部] 

読み取0ち式 ..... 非接触光学式読み取0 (半導体レーザー) 


D/A コンパ’一夕一 . 24ビット 

才ーバーサンプリング .8fs (352.8 kHz) 

周波数特性 (JEITA). 20 Hz 〜20 kHz 

MP3 / WMA 最大フォルダ数 . 曰12 

最大フォルダ階層数 . 8階層 

MP3 / WMA 最大ファイル数 . 已12 


[電源部-その他] 

付属 AC アダプター 

.DC 12 V (AC 100 V、已〇 Hz/60 Hz) 

定格消費電力（電気用品安全法に基づ<表示） . 12 W 

待機時消費電力 . 2 W 

最大かお寸法 . 幅210 mm 

高さ228 mm 
奥行187 mm 

質量（重量） .2.2 k 邑(正味) 


スピーカー部 （LS-CLK7) 

エンク□ージャー . バスレフち式 

スピーカー ユニット . フルレンジ80 mm 

インピーダンス . 6 0 

最大入:^ .2U W 

防磁対応 . 对応 （J 曰 TA GRADE 2) 

最大外形寸法 ... 幅14目 mm 

局さ191 mm 
奥行128 mm 

質量（重量） .1.2kg(l 本) 

本製品は rJIS C 日1000 -3-2 適合品」です。 

♦ これ日の定格およびデザインは、技術開発に伴い予告な 
く変更することびあります。 

♦ 極端に寒い（水がまるよラな）場所では十分な性能が発 
揮でをないことびありまず。 


....... 76 MHz 〜白〇 MHz 

. 75 0不平衡 

531 kHz 〜1,目2白 kHz 


[iPod 弧 

最大供織原, 


.DC 已 V / 已〇〇 mA 










































t お電話によるほいかた-商品に関するご相談 


カスタマーヴポートセンター 

受付時間月曜日〜金曜日 9:30〜1日:00 

±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

※曰曜、祝曰及び当社休曰を除< 

SS. 0570-010-1 14 

※一般電話•公衆電話からは、市内通話料金でご利用いただけます。 

♦携帯電言舌、 PHS 、 IP 電言舌からは045 -933-5 133 
• FAX 04已 -933 -已5已3 


修理などアフターサービスについて 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国サービス網」をご参照のラ 
え、最壽りのサービス窓□にご相談ください。 


KENWOOD 


株式舍なブソウ I ッド 

干19吕 -8 已吕已東京都ノ王子市石り旧 J 2967-3 







